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6月号
あらかしの森 林通信も

り

● 第21回 参議院通常選挙

● 春の叙勲・褒賞

● 山桜日本一の里づくり植樹祭 子どもたちによる交通安全街頭啓発

“ほら 車がきたよ”



　
今
回
の
選
挙
は
参
議
院
に
お
け
る
私
た
ち
の
代
表
者
を
選
ぶ
大
切
な
機

会
で
す
。
私
た
ち
一
人
一
人
の
声
を
国
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
必
ず
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

2007.6②③2007.6

　
今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は
、

次
の
条
件
に
当
て
は
ま
り
、
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

【
年　
齢
】

　
満
20
歳
以
上
の
日
本
国
民（
昭
和

62
年
７
月
23
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
）

【
住　
所
】

　
平
成
19
年
４
月
４
日
ま
で
に
転
入

届
を
し
た
人
又
は
住
民
票
が
作
成
さ

れ
た
人
で
、
そ
の
後
引
き
続
き
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

※
た
だ
し
、
他
市
町
村
か
ら
由
布
市

に
住
所
を
移
転
し
た
人
で
、
い
ま

だ
由
布
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
な
い
人
で
も
、
前
住
所

地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
れ
ば
、
前
住
所
地
で
投
票
が
で

き
ま
す
。

第
21
回

投
票
で
き
る
人

投
票
で
き
る
人

投
票
日

7
月
22
日
㈰
予
定

公
示
日

7
月
5
日
㈭
予
定

　
仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で

投
票
日
当
日
に
投
票
に
行
け
な
い
人

は
、
期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す（
土
曜
、
日
曜
も
受
付
を
し

て
い
ま
す
）。

【
期　
間
】

　
７
月
６
日
㈮
〜
７
月
21
日
㈯

　
毎
日　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

８
時
ま
で

【
場　
所
】

　
挾
間
庁
舎
２
階
会
議
室

　
庄
内
庁
舎
２
階
中
会
議
室

　
湯
布
院
庁
舎
２
階
会
議
室

①
長
期
出
張
な
ど
で
、
由
布
市
を
離

れ
て
い
る
人
が
由
布
市
以
外
で
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
選
挙

管
理
委
員
会
に
直
接
又
は
郵
便
で

投
票
用
紙
な
ど
必
要
な
書
類
を
請

求
し
ま
す
。

②
不
在
者
投
票
で
き
る
施
設
と
し
て

指
定
さ
れ
て
い
る
病
院
・
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
に
入
所
し
て
い
て
一
定

要
件
を
満
た
す
人
は
、
当
該
施
設

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
人
で
郵
便

等
投
票
証
明
書
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
郵
便
等
を
利
用
し
て
自
宅
で

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票

期
日
前
投
票

不
在
者
投
票

不
在
者
投
票

期日前投票も
午後8時までだから
会社の帰りに
投票できるヨ！

投票を忘れずに！ ①
大
分
県
選
出
議
員
選
挙

　
「
候
補
者
の
氏
名
」を
書
い
て
投

票
し
ま
す
。

②
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

　
「
候
補
者
の
氏
名
」ま
た
は「
政
党

名
」の
い
ず
れ
か
を
書
い
て
投
票
し

ま
す
。

投
票
の
方
法

投
票
の
方
法

　
投
票
日
時
、
投
票
所
の
場
所
等
を

記
載
し
た
投
票
所
入
場
整
理
券
を
封

書（
世
帯
単
位
）で
郵
送
し
ま
す
。

　
こ
の
投
票
所
入
場
整
理
券
は
、
投

票
所
や
期
日
前
投
票
所
で
選
挙
人
名

簿
と
の
照
合
に
使
用
す
る
も
の
で
す

の
で
、
投
票
所
入
場
整
理
券
が
な
く

て
も
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

れ
ば
投
票
は
で
き
ま
す
。
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～ 長年の御功績をたたえて ～

　

庄
内
町
消
防
団（
旧
名
称
）の
団
長
を

退
任
す
る
ま
で
、
33
年
に
も
わ
た
り
消
防

団
活
動
を
行
い
ま
し
た
。「
身
に
余
る
光

栄
で
す
。
う
れ
し
さ
と
と
も
に
感
謝
で
い

っ
ぱ
い
で
す
」と
受
賞
の
喜
び
を
述
べ
て

く
れ
ま
し
た
。

【
瑞
宝
単
光
章
】
消
防
功
績

佐
藤  

司
さ
ん（
77
）　

＝
庄
内
地
域
・
平
石
＝

　

大
分
川
水
系
阿
蘇
野
川
の
雨
量
観
測
を

昭
和
45
年
か
ら
平
成
16
年
の
機
械
に
よ
る

自
動
観
測
化
さ
れ
る
ま
で
の
34
年
間
継
続

し
ま
し
た
。「
毎
日
の
観
測
は
大
変
で
し

た
が
、
河
川
事
務
所
や
家
族
を
は
じ
め
皆

さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」と
受
賞
の
感

想
を
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

【
瑞
宝
単
光
章
】
水
位
観
測
業
務
功
績

工
藤 

節
子
さ
ん（
73
）　

＝
庄
内
地
域
・
阿
蘇
野
＝

　

今
吉
さ
ん
は
今
年
３
月
に
湯
布
院
町
消

防
団（
旧
名
称
）副
団
長
を
退
任
す
る
ま
で
、

お
よ
そ
40
年
間
活
動
し
ま
し
た
。
褒
賞
受

賞
に
あ
た
り
、「
地
域
を
は
じ
め
、
団
員

や
家
族
な
ど
周
り
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
た
い
」と
受
賞
の
感
想
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

【
藍
綬
褒
章
】
消
防
功
績

今
吉 

勝
義
さ
ん（
67
）　

＝
湯
布
院
地
域
・
川
上
＝

春の叙勲・褒賞

　第９回歌と芝居のチャリティコンサート実行委員
会から５月１４日、「福祉にお役立てください」とコン
サートの益金で購入した車いす２台の寄贈が由布
市にありました。

　５月２３日、大分大
学名誉教授だった
故・竹村脩一氏の
家族より由布市立図
書館へ本が寄贈され
ました。
　寄贈図書はおよそ
５００冊にのぼり、奥さん
の竹村孝子さんから「教授
の著書をはじめ、多くの図書を読んでもらい皆さん
の役に立てて欲しい」と贈られたものです。

2007.6④⑤2007.6

　おおいた森林組合が進めている『山桜日本一の里づくり』事業として、事業
の開始を記念する植樹祭が５月13日に湯布院町川上で行われました。広瀬
勝貞大分県知事や首藤奉文市長をはじめ多くの来賓出席のもと、植樹祭の
記念式典が開催されました。
　当日は好天に恵まれ、およそ300人のオーナーが参加して、由布岳の山
すそに「ヤマザクラ」、「ヤマモミジ」や「ケヤキ」合計2300本を植樹しました。
　冒頭、近藤和義おおいた森林組合長が「本事業成功に向けて第１次実施計
画『甦れ湯布院水源の森林』の実行組織として『山桜日本一の里づくりゆふい
ん推進協議会』を設立しました。本日の植樹祭はその最初の取り組みです。ど
うか皆さんのご支援をよろしくお願いします」と挨拶。
　また、来賓の本事業の名誉オーナーを努める広瀬知事が「持続的に木や森
を守ることが大切です。５年、10年にかけて大きな実りが得られるよう今

日は頑張って植樹をしましょう」と参加者へ呼
びかけました。
　源流をきれいにすることによ
り、その恩恵は下流に及ん
でいきます。まず今回の
湯布院・大分川源流由布
岳山麓の植栽からはじめ、
今後は徐々に資金や用地の
確保状況に応じて広げる予定
です。 

▲家族で植樹したよ

▲あいさつをする広瀬知事
◀多くの方が参加しました

山桜日本一の里づくり事業
　個人や企業などからオーナーを募集して、大分川沿いの荒れた山、
放置された山などに「ヤマザクラ」や「ケヤキ」などの広葉樹を植え
て災害に強い豊かな森林をよみがえらせ、水源の涵養、自然環境の
保全、災害の防止とともに美しい景観をつくる事業です。

　人々が四季折々に風景を楽しみ、後世にわた
って限りない恩恵を受けることができるよう

な森林作りを目指しています。また将
来的にこの地を山桜”日本一”の里にす
ることが目標です。
　この機会に是非、あなたもオーナー
になり、来るべき未来の世代のためにも、かけがえのない自然を遺すことに
直接参加をしてみませんか。
 問い合わせ  由布市役所　挾間・庄内・湯布院　各地域振興課または、おお
いた森林組合（☎097-582-0900）までお願いします。 

山桜日本一の里づくり植樹祭

●オーナーの特典●

寄贈のお礼

　市民憲章の記念楯が市内の小中学校に配布されま
した。東庄内小学校（丸小野佳代子校長）で、二宮教
育長から記念楯を受け取った６年生の佐藤真由子さ
んは「市民憲章の誓いを守り、このような市民の一人
になりたいです」と感想を述べていました。
　これからも、市民みんなで『感謝と使命』・『融和と
郷土愛』・『平等と仁愛』・『協働と希望』の４つの誓い
を果たすことに努めましょう。

市 民 憲 章 を 広 め よ う

1オーナー証書を交付

お申し込みいただいた方に、
オリジナルのオーナー証書を
お届けします。

3森林浴や紅葉狩りへ

オーナーみんなの記念の森として、
森林浴や紅葉狩りなど
お楽しみください。

2森づくりに参加できる

ボランティアに参加して
植樹や下刈りなどの森づくりを
体験できます。

4家族や企業の記念樹に

5セラピーの森を自由に散策できます

おおいた森林組合が指定する
湯布院周辺の既存の森を
自由に散策できます。
ご家族やお友達と一緒に、
自然を満喫し、
リフレッシュ
してください。

個人10口以上及び企業団体1口以上の寄金
をしていただいたオーナーは、記念植樹が
できます。その樹にネームプレートをかけ
て、家族や企業の記念樹にしたり、子ども
の記念樹として子どもの成長とともに見守
ってください。

寄金の額
個人　　　　1口　 3,000円
企業・団体　1口　50,000円

※企業が実施主体の場合や、メセナ企業については、
植栽したエリアをまとめて標柱や看板を建てること
ができます。

かんよう
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なし
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特
区
認
定
に
よ
り
、
規
制
の
一
部
が
緩
和
さ
れ
ま

し
た
が
、
酒
税
法
上
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。
特
区
の

概
要
や
製
造
免
許
申
請
に
必
要
な
事
項
等
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
税
務
署
や
保
健
所
に
よ
る
実
務
的

な
事
務
等
の
説
明
も
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
ぶ

ろ
く
製
造
に
関
心
の
あ
る
方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

●
日　
時　
６
月
29
日
㈮
午
後
２
時
〜
４
時

●
場　
所　
由
布
市
役
所
庄
内
庁
舎
２
階
中
会
議
室

●
内　
容　
特
区
の
概
要
及
び
酒
税
法
の
特
例（
酒

類
製
造
免
許
の
要
件
）に
つ
い
て

●
参
加
者　
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
ま
で
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市政だより市政だより

2007.6⑥⑦2007.6

　
構
造
改
革
特
区
及
び
地
域
再
生
計
画
の
認
定
証
授
与
式
が
５
月
21
日
、
首
相
官
邸
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
由
布
市
は
、
構
造
改
革
特
区
に
は「
あ
ら
か
し
の
郷
・
ゆ
ふ

ど
ぶ
ろ
く
特
区
」を
、
地
域
再
生
計
画
に
は「
い
の
ち
の
循
環
を
大
切
に
し
た　
住
み
良

さ
日
本
一
の
ま
ち
・
由
布
市
づ
く
り
計
画
」を
申
請
し
、
と
も
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
授
与
式
に
は
首
藤
市
長
が
出
席
し
、
安
倍
晋
三
首
相
か
ら
認
定
証
が
直
接
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
ど
ぶ
ろ
く
特
区
で
は
、
農
家
民
宿
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
を
営
む
特
定
農

業
者
が
自
ら
生
産
し
た
米
な
ど
の
原
料
で
濁
酒（
ど

ぶ
ろ
く
）を
製
造
す
る
際
の
規
制
が
一
部
緩
和
さ
れ

ま
し
た
。
地
産
地
消
に
よ
る
農
業
振
興
と
由
布
市
の

特
色
を
生
か
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
商
品
開
発
に
よ
る

観
光
振
興
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
地
域
再
生
計
画
で

は
、
市
道
及
び
林
道
の
計
画
的
整
備
と
そ
の
財
源
確

保
に
よ
る
農
林
業
及
び
観
光
の
振
興
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
対
象
地
域
は
と
も
に
由
布
市
全
域
で
す
。

　

国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
一

年
前
イ
ベ
ン
ト
時
に
開
催
す
る「
花

い
っ
ぱ
い
で
お
も
て
な
し
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
大
会
」に
出
展
す
る
個
人
、
グ

ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。

❋
募
集
期
間　

７
月
13
日
㈮
ま
で

❋
出
展
作
品　

２
メ
ー
ト
ル
四
方
の

範
囲
内
に
ア
イ
デ
ア
作
品
や
ミ
ニ

ガ
ー
デ
ン
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

❋
応
募
資
格　

県
内
在
住
の
個
人
、

グ
ル
ー
プ
で
、
一
年
前
イ
ベ
ン
ト

（
開
催
日
は
９
月
15
日
で
、
会
場

は
九
石
ド
ー
ム
）に
作
品
を
出
展

で
き
る
人
。

❋
問
い
合
わ
せ　

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お

お
い
た
国
体
・
お
お
い
た
大
会
実

行
委
員
会（
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０
９
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―
５
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市
民
運
動
推
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議
会
支
部
発
足

　
「
市
民
あ
げ
て
国
体
を
成
功
さ
せ

よ
う
」と
５
月
14
日
、
由
布
市
市
民

運
動
挾
間
支
部
の
設
立
を
皮
切
り
に
、

各
地
域
で
支
部
が
組
織
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

挾
間
支
部
の
立
ち
上
げ
に
は
各
種

団
体
代
表
者
な
ど
20
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ほ
ど
が
出
席
。
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推
進
室
か
ら
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り
運
動
、
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境
美
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運
動
、
あ
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運
動
や

ボ
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テ
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ア
募
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に
つ
い
て
説
明

が
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り
ま
し
た
。
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降
の
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ル
大

会
に
備
え
、
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ず
は
花
づ
く
り
に
着

手
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。
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技
会
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を
中
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に
国
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沿
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な
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を
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モ
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で
飾

り
、
プ
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ー
作
り
に
も
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り
組

む
こ
と
と
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ま
し
た
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各
支
部
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も
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後
は
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に
打
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が
開
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を
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も
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の
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で
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体
宣
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と
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を
呼
び
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い
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す
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温
泉
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り

が
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、
実
行
委
員
会
事
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局
の
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が
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に
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ッ
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、
国
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の
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前
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Ｒ
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し

た
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、
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の
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築
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が
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。
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を
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の
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の
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で
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付

を
受
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こ
と
が
で
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。
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「
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ら
か
し
の
郷
・
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ど
ぶ
ろ
く
特
区
」

さ
と
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い
の
ち
の
循
環
を
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切
に
し
た 

住
み
良
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日
本
一
の
ま
ち
・
由
布
市
づ
く
り
計
画
」
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造
改
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概
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催
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。
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６
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２
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４
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２
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概
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を
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及
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と
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の
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確
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に
よ
る
農
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業
及
び
観
光
の
振
興
を
目
指
し
て
い
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。
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象
地
域
は
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も
に
由
布
市
全
域
で
す
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・
障
害
者
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ツ
大
会
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年
前
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時
に
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花
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っ
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で
お
も
て
な
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ガ
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デ
ニ
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グ
大
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出
展
す
る
個
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、
グ
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プ
を
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ま
す
。

❋
募
集
期
間　
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出
展
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四
方
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や
ミ
ニ
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在
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は
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で
、
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場

は
九
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で
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て
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を
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せ

よ
う
」と
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、
由
布
市
市
民

運
動
挾
間
支
部
の
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を
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に
、

各
地
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で
支
部
が
組
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れ
る
こ
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と
な
り
ま
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挾
間
支
部
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上
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に
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代
表
者
な
ど
20
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ほ
ど
が
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。
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推
進
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ら
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、
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化
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の
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に
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え
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着
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技
会
場
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に
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沿
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を
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、
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に
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組
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と
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ま
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部
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打
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で
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に
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行
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会
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局
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推
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や
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が
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、
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ど
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す

問
い
合
わ
せ　
総
合
政
策
課
地
域
振
興
係

　
（
☎
0
9
7
―
5
8
2
―
1
1
1
1 

内
線
2
2
7
）

「
あ
ら
か
し
の
郷
・
ゆ
ふ
ど
ぶ
ろ
く
特
区
」

さ
と

「
い
の
ち
の
循
環
を
大
切
に
し
た 

住
み
良
さ
日
本
一
の
ま
ち
・
由
布
市
づ
く
り
計
画
」

構
造
改
革
特
区

地
域
再
生
計
画



市政だより市政だより
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身
体
・
知
的
障
が
い
者

有
料
道
路
割
引

障
が
い
者
福
祉
制
度
に
つ
い
て

　

申
請
に
よ
っ
て
、
日
本
道
路
公

団
、
首
都
高
速
、
道
路
公
団
等
の

有
料
道
路
通
行
料
が
半
額
に
な
り

ま
す（
た
だ
し
、
割
引
条
件
が
あ

り
ま
す
）。

その2

身
体
障
害
者
自
動
車

改
造
助
成
事
業

　

身
体
障
が
い
者
に
対
し
て
、
自

動
車
の
改
造
に
要
す
る
経
費
の
一

部
を
助
成
し
、
身
体
障
が
い
者
の

社
会
活
動
へ
の
参
加
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

 

対
象
者

　

自
ら
が
所
有
し
運
転
す
る
自
動

車
の
手
動
装
置
等
の
一
部
を
改
造

す
る
こ
と
に
よ
り
社
会
参
加
が
見

込
ま
れ
る
者

 

助
成
額

　

改
造
に
直
接
要
し
た
費
用（
10

万
円
を
限
度
）

 

問
い
合
わ
せ

◆
福
祉
対
策
課

　

☎
０
９
７
７
―
８
４
―
３
１
１
１

障
が
い
者
等
に
対
す
る
自
動
車
税
等
の
減
免
制
度

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
方（
以
下「
障
が
い
者
」と
い
う
）

は
、
申
請
に
よ
り
自
動
車
税
、
自
動
車
取
得
税
及
び
軽
自
動
車
取
得
税

の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
以
下
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
障
が
い
の
程
度
で
あ
る
こ
と
。

②
原
則
と
し
て
障
が
い
者
本
人
が
所
有
す
る
自
動
車
で
あ
る
こ
と（
例
外

あ
り
）。

③
障
が
い
者
本
人
以
外
の
方
が
運
転
す
る
場
合
は
、
障
が
い
者
の
通
院
、

通
学
、
通
所
ま
た
は
生
業
の
た
め
に
使
用
す
る
自
動
車
で
あ
る
こ
と
。

　

減
免
申
請
は
県
税
事
務
所
自
動
車
税
管
理
室
で
行
い
ま
す
が
、
市
役

所
や
県
の
保
健
所
等
で
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

問
い
合
わ
せ

◆
福
祉
対
策
課

　
（
☎
０
９
７
７
―
８
４
―
３
１
１
１ 

内
線
3
1
9
）

◆
大
分
県
税
事
務
所
自
動
車
税
管
理
室

　
（
☎
０
９
７
―
５
５
２
―
１
１
２
１
）

◆
県
税
事
務
所
Ｈ
Ｐ　

　
http://

w
w
w.

pref.

oita.

jp/

1
1
5
0
0/

zei/

kenzei/

1
0
genm
en.
htm
l

※
な
お
、
以
上
の
内
容
に
つ
い
て
は
普
通
自
動
車
に
つ
い
て
の
も
の
で

す
。
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
由
布
市
役
所
税
務
課（
☎
０
９
７
―

５
８
２
―
１
１
１
１
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第2回

　
身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的
障
害

者
相
談
員
が
、
障
が
い
者
に
関
す
る

い
ろ
い
ろ
な
相
談
に
応
じ
、
助
言
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
由
布
市
の
相
談
員
さ
ん
は
次
の
方

た
ち
で
す
。
悩
み
ご
と
、
相
談
ご
と

の
あ
る
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
身
体
障
害
者
相
談
員
】

岡
島　
干
城（
挾　
間
）

☎
0
9
7
―
5
8
3
―
2
9
9
3

渕　
　
正
生（
挾　
間
）

☎
0
9
7
―
5
8
3
―
0
4
0
8

岩
崎　
宣
夫（
庄　
内
）

☎
0
9
7
―
5
8
2
―
0
2
9
4

安
部　
千
秋（
庄　
内
）

☎
0
9
7
―
5
8
2
―
1
5
3
9

宇
都
宮
健
一（
湯
布
院
）

☎
0
9
7
7
―
8
4
―
4
5
7
3

三
苫　
啓
藏（
湯
布
院
）

☎
0
9
7
7
―
8
5
―
3
0
4
3

【
知
的
障
害
者
相
談
員
】

衛
藤　
成
治（
湯
布
院
）

☎
0
9
7
7
―
8
5
―
3
5
0
8

身
体
障
害
者
相
談
員
・

知
的
障
害
者
相
談
員
の
紹
介

福
祉
対
策
課

☎
０
９
７
７
―
８
４
―
３
１
１
１

内
線
３
１
２
・
３
１
７
・
3
1
9

問い合わせ

●
展
示
期
間　

９
月
28
日
㈮
〜
10
月
２
日
㈫

●
展
示
場
所

　

ト
キ
ハ
別
府
店
１
階
セ
ン
タ
ー
モ
ー
ル

●
出
展
資
格
者　

県
内
在
住
の
障
が
い
者
・
児

●
募
集
作
品　

絵
画
・
写
真
・
書
・
陶
芸
・
工
芸

　
（
作
品
の
規
格
内
容
等
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

●
申
込
方
法

　

７
月
23
日
㈪
ま
で
に
、
出
展
申
込
書
に
出
展
作
品
の
写
真
を

貼
り
付
け
て
、
由
布
市
福
祉
対
策
課
へ
提
出
ま
た
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

※
出
展
申
込
書
は
福
祉
対
策
課（
湯
布
院
庁
舎
）、
地
域
振
興

課
福
祉
対
策
係（
挾
間
・
庄
内
庁
舎
）に
用
意
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
祉
対
策
課
福
祉
係

　
（
☎
０
９
７
７
ー
８
４
ー
３
１
１
１ 

内
線
３
１
７
・
3
1
9
）

「由布市・家族支援プログラム」に参加しませんか

　認知症の介護を一人で抱え込まないために、家族の
気持ちと仲間づくりを大切にした講座です。これから
先の介護を乗り切る力と自信がついてきます。対象は
認知症の人を介護している家族で、全講座の受講が可
能な人です。参加費は無料です。

●申込方法　由布市役所各庁舎の福祉対策係、各地域
包括支援センターに備え付けの申込書に必要事項を
記入うえ、郵便・ファクスでお申し込みください。
●申込・問い合わせ　認知症の人と家族の会（旧呆け老
人をかかえる家族の会）大分県支部　（〒870-0161 大
分市明野東３丁目４番１号、大分県社会福祉介護研
修センター内）　☎・FAX 097－552－6897

●場所　由布市役所庄内庁舎健康増進室
●開講日時とテーマ　毎月第3木曜日（第1回のみ第2
木曜日）、午後1時～3時30分

第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回

開催日
8月 9日㈭
9月20日㈭
10月18日㈭
11月15日㈭
12月20日㈭
1月17日㈭

テーマ
本音で語ろう、認知症介護
学ぼう、認知症のこと
手に使おう、サービス利用
見つめてみよう、あなたの心
寄り添ってみよう、相手の心
医師とのかかわり方・交流会

由布市民体育大会

開催日◆７月１日㈰
（予備日）７月８日㈰・ゴルフのみ６月15日㈮開催

挾間地域を主会場として
開催されます。

ぜひ、熱い戦いに声援を！

競 技 種 目
開 会 式
（雨 天 時）
水 泳

陸 上

テ ニ ス
バスケット
ボール（男女）
卓 球
軟 式 野 球
相 撲
バドミントン
弓 道

ソフトテニス

柔 道
剣 道

サ ッ カ ー

ソフトボール
バレーボール（男女）
ボウリング
ゲートボール
グラウンドゴルフ
ゴ ル フ

開始時間

9：00

10：00

10：00

10：00

11：00

9：00
9：00
11：00
10：00
10：00

9：00

9：00
10：00

10：00

10：00
9：00
10：00
10：00
10：00
8：00

　 会 場 　
挾間中洲賀グラウンド
挾間体育センター
挾間B&G海洋センター
湯布院スポーツセンター
陸上競技場
挾間中洲賀テニスコート

挾間中学校体育館

谷小学校体育館
上原グラウンド野球場
挾間中学校相撲場
挾間体育センター
由布高等学校弓道場
庄内総合運動公園
テニスコート
挾間中学校武道場
挾間小学校体育館
挾間上原グラウンド
サッカー・ラグビー場
谷グラウンド
庄内体育センター
タワーボウル（稙田）
由布川グラウンド
挾間中洲賀グラウンド
湯布院カントリー倶楽部

「
と
き
め
き
作
品
展
」
作
品
募
集
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が
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申
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に
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て
、
日
本
道
路
公
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、
首
都
高
速
、
道
路
公
団
等
の

有
料
道
路
通
行
料
が
半
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に
な
り

ま
す（
た
だ
し
、
割
引
条
件
が
あ

り
ま
す
）。

その2

身
体
障
害
者
自
動
車

改
造
助
成
事
業

　

身
体
障
が
い
者
に
対
し
て
、
自

動
車
の
改
造
に
要
す
る
経
費
の
一

部
を
助
成
し
、
身
体
障
が
い
者
の

社
会
活
動
へ
の
参
加
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。
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自
ら
が
所
有
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運
転
す
る
自
動

車
の
手
動
装
置
等
の
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を
改
造

す
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こ
と
に
よ
り
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会
参
加
が
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者
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額

　

改
造
に
直
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費
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万
円
を
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度
）

 

問
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せ
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福
祉
対
策
課

　

☎
０
９
７
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８
４
―
３
１
１
１
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が
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者
等
に
対
す
る
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動
車
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の
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免
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度

　

身
体
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者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
方（
以
下「
障
が
い
者
」と
い
う
）

は
、
申
請
に
よ
り
自
動
車
税
、
自
動
車
取
得
税
及
び
軽
自
動
車
取
得
税

の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
以
下
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
障
が
い
の
程
度
で
あ
る
こ
と
。

②
原
則
と
し
て
障
が
い
者
本
人
が
所
有
す
る
自
動
車
で
あ
る
こ
と（
例
外

あ
り
）。

③
障
が
い
者
本
人
以
外
の
方
が
運
転
す
る
場
合
は
、
障
が
い
者
の
通
院
、

通
学
、
通
所
ま
た
は
生
業
の
た
め
に
使
用
す
る
自
動
車
で
あ
る
こ
と
。

　

減
免
申
請
は
県
税
事
務
所
自
動
車
税
管
理
室
で
行
い
ま
す
が
、
市
役

所
や
県
の
保
健
所
等
で
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
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合
わ
せ
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だ
さ
い
。

 

問
い
合
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◆
福
祉
対
策
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（
☎
０
９
７
７
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８
４
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３
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線
3
1
9
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理
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０
９
７
―
５
５
２
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２
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Ｈ
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w
w
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pref.
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1
1
5
0
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1
0
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en.
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l

※
な
お
、
以
上
の
内
容
に
つ
い
て
は
普
通
自
動
車
に
つ
い
て
の
も
の
で

す
。
軽
自
動
車
税
に
つ
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て
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由
布
市
役
所
税
務
課（
☎
０
９
７
―

５
８
２
―
１
１
１
１
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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・
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に
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る
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応
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ま
す
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。
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―
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１
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線
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１
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１
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3
1
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●
展
示
期
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２
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１
階
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ー
モ
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ル

●
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格
者　

県
内
在
住
の
障
が
い
者
・
児

●
募
集
作
品　

絵
画
・
写
真
・
書
・
陶
芸
・
工
芸

　
（
作
品
の
規
格
内
容
等
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

●
申
込
方
法

　

７
月
23
日
㈪
ま
で
に
、
出
展
申
込
書
に
出
展
作
品
の
写
真
を

貼
り
付
け
て
、
由
布
市
福
祉
対
策
課
へ
提
出
ま
た
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

※
出
展
申
込
書
は
福
祉
対
策
課（
湯
布
院
庁
舎
）、
地
域
振
興

課
福
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対
策
係（
挾
間
・
庄
内
庁
舎
）に
用
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し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
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せ　

福
祉
対
策
課
福
祉
係

　
（
☎
０
９
７
７
ー
８
４
ー
３
１
１
１ 

内
線
３
１
７
・
3
1
9
）

「由布市・家族支援プログラム」に参加しませんか

　認知症の介護を一人で抱え込まないために、家族の
気持ちと仲間づくりを大切にした講座です。これから
先の介護を乗り切る力と自信がついてきます。対象は
認知症の人を介護している家族で、全講座の受講が可
能な人です。参加費は無料です。

●申込方法　由布市役所各庁舎の福祉対策係、各地域
包括支援センターに備え付けの申込書に必要事項を
記入うえ、郵便・ファクスでお申し込みください。
●申込・問い合わせ　認知症の人と家族の会（旧呆け老
人をかかえる家族の会）大分県支部　（〒870-0161 大
分市明野東３丁目４番１号、大分県社会福祉介護研
修センター内）　☎・FAX 097－552－6897

●場所　由布市役所庄内庁舎健康増進室
●開講日時とテーマ　毎月第3木曜日（第1回のみ第2
木曜日）、午後1時～3時30分

第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回

開催日
8月 9日㈭
9月20日㈭
10月18日㈭
11月15日㈭
12月20日㈭
1月17日㈭

テーマ
本音で語ろう、認知症介護
学ぼう、認知症のこと
手に使おう、サービス利用
見つめてみよう、あなたの心
寄り添ってみよう、相手の心
医師とのかかわり方・交流会

由布市民体育大会

開催日◆７月１日㈰
（予備日）７月８日㈰・ゴルフのみ６月15日㈮開催

挾間地域を主会場として
開催されます。

ぜひ、熱い戦いに声援を！

競 技 種 目
開 会 式
（雨 天 時）
水 泳

陸 上

テ ニ ス
バスケット
ボール（男女）
卓 球
軟 式 野 球
相 撲
バドミントン
弓 道

ソフトテニス

柔 道
剣 道

サ ッ カ ー

ソフトボール
バレーボール（男女）
ボウリング
ゲートボール
グラウンドゴルフ
ゴ ル フ

開始時間

9：00

10：00

10：00

10：00

11：00

9：00
9：00
11：00
10：00
10：00

9：00

9：00
10：00

10：00

10：00
9：00
10：00
10：00
10：00
8：00

　 会 場 　
挾間中洲賀グラウンド
挾間体育センター
挾間B&G海洋センター
湯布院スポーツセンター
陸上競技場
挾間中洲賀テニスコート

挾間中学校体育館

谷小学校体育館
上原グラウンド野球場
挾間中学校相撲場
挾間体育センター
由布高等学校弓道場
庄内総合運動公園
テニスコート
挾間中学校武道場
挾間小学校体育館
挾間上原グラウンド
サッカー・ラグビー場
谷グラウンド
庄内体育センター
タワーボウル（稙田）
由布川グラウンド
挾間中洲賀グラウンド
湯布院カントリー倶楽部

「
と
き
め
き
作
品
展
」
作
品
募
集



　
平
成
18
年
度
の
物
価
変
動
率
は

プ
ラ
ス
０
．３
％
で
し
た
が
、
過

去（
平
成
12
年
度
〜
14
年
度
）に

物
価
は
下
落
し
た
が
年
金
額
は
据

え
置
か
れ
た
経
緯
や
名
目
手
取
り

賃
金
が
上
昇
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
19
年
度
の
年
金
額
は
据
え
置

か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
今
年
度
の
年
金
改

定
通
知
書
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

６
月
中
旬
ま
で
に
年
金
振
込
通
知

書
の
み
送
付
さ
れ
ま
す
。

市政だより市政だより

2007.6⑩⑪2007.6

　
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
の
第
１
期
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
は
、

日
常
生
活
の
中
で
運
動
習
慣
を
取
り

入
れ
た
健
康
づ
く
り
の
普
及
啓
発
を

行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
運
動
に

つ
い
て
の
基
礎
知
識
や
運
動
実
技
の

習
得
が
で
き
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
養

成
講
座
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日　
８
月
か
ら
３
月
ま
で
毎

月
１
回
程
度（
８
回
コ
ー
ス
）

●
場
所　
挾
間
、
庄
内
、
湯
布
院
庁

舎
等

●
内
容　
運
動
指
導
士
・
栄
養
士
等

に
よ
る
講
義

●
条
件　
由
布
市
に
在
住
し
、
研
修

の
全
過
程
を
受
講
で
き
る
方
。
終

了
後
は
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
動
で
き
る
方
。
年
齢
65

歳
未
満

●
費
用　
食
材
料
代
程
度
の
自
己
負

担
あ
り

●
定
員　
20
人

●
申
込
期
限　
７
月
20
日
㈮

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

　
☎
０
９
７
７
ー
８
４
ー
３
１
１
１

　
内
線
３
３
４
・
３
３
５

〔
募
集
内
容
〕

　

◆
職
種
・
募
集
人
員
・
年
齢

　
　

生
活
支
援
員  

１
名（
18
歳
〜
60
歳
）

　
　

看
護
師（
資
格
有
） 

１
名（
22
歳
〜
60
歳
）

　

◆
勤
務
地　

知
的
障
害
者
更
生
施
設
小
松
寮（
由
布
市
庄
内
町
高
岡
）

　

◆
採
用
時
期　

随
時

　

◆
雇
用
期
間　

採
用
時
よ
り
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

　

◆
勤
務
時
間　

平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　

休
日　

日
直
勤
務
あ
り（
交
代
制
）

　

◆
休
暇
等　

市
の
規
定
に
よ
り
、
年
次
有
給
休
暇
等
が
付
与
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〔
応
募
方
法
〕

　

◆
履
歴
書（
写
真
付
き
）１
枚
と
資
格
証
の
コ
ピ
ー
を
総
務
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。※
見
学
希
望
の
方
に
は
、
随
時
対
応
し
ま
す
。
希
望
日
を
小
松

寮（
☎
０
９
７
―
５
８
２
―
３
８
３
４
）ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
職
員
係（
☎
０
９
７
―
５
８
２
―
１
１
１
１

内
線
２
０
５
・
２
０
６
）

　

由
布
市
で
は
、
第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画（
平
成
18
〜
20
年
度
）に

基
づ
き
、
介
護
保
険
関
連
施
設
等
の
基
盤
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
体
系
と
し
て
創

設
さ
れ
た「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」に
つ
い
て
は
、
市
が
定
め
た
事
業

計
画
に
基
づ
き
、
日
常
生
活
圏
域
ご
と
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ

ス
を
適
正
に
整
備（
市
長
が
事
業
者
を
指
定
）す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
平
成
19
年
度（
平
成
19
年
４
月
１
日
〜
平
成
20
年
３
月
31
日
）

に
整
備
予
定
の
次
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
提
供
主
体
と
な
る
事
業
者
を

募
集
し
ま
す
。

　
１
．
募
集
す
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

　

①
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護（
介
護
予
防
を
含
む
）

　

②
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護

２
．
募
集
期
間

　

６
月
13
日
㈬
〜
７
月
６
日
㈮　

閉
庁
日
は
除
く

　

※
提
出
書
類
等
の
受
付
は
、
７
月
６
日
㈮
午
後
５
時
必
着
で
す
。

３
．
提
出
場
所　
保
険
課
介
護
保
険
係（
湯
布
院
庁
舎
）

　

※
提
出
の
際
は
、
必
ず
担
当
者
が
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便

で
の
申
し
込
み
及
び
挾
間
・
庄
内
庁
舎
窓
口
で
は
受
け
付
け
ま
せ

ん
。

　
　

募
集
に
つ
い
て
の
詳
細
は
保
険
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
関
係
書
類
に
つ
き
ま
し
て
は
、
由
布
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　 

問
い
合
わ
せ

　

保
険
課
介
護
保
険
係

　
（
☎
０
９
７
７
―
８
４
―
３
１
１
１ 

内
線
３
５
２
・
３
５
３
）

　

由
布
市
Ｈ
Ｐ　

http://

w
w
w.

city.

yufu.

oita.

jp

由
布
市
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

受
講
生
募
集

健

６月１５日㈮

６月２０日㈬
６月２１日㈭
６月２２日㈮

６月２７日㈬

６月２９日㈮

７月 ６日㈮

７月 8日㈰
７月 9日㈪
７月１３日㈮

ちびっこ広場
（９：３０ 挾間健康センター）

胃がん検診（９：００ 中恵公民館）
３歳児健診（１３：３０ 挾間健康センター）
ちびっこ広場
（９：３０ 挾間健康センター）

基本健診（１３：３０ 朴木公民館）
基本健診（１５：００ 時松公民館）
基本健診（１７：００ 挾間健康センター）
基本健診（１３：３０ 挾間健康センター）
基本健診（１７：００ 挾間健康センター）
ちびっこ広場
（９：３０ 挾間健康センター）

胃がん検診（９：００ 挾間健康センター）
胃がん検診（９：００ 挾間健康センター）
ちびっこ広場
（９：３０ 挾間健康センター）

挾　間

６月１５日㈮
６月２５日㈪
７月 ６日㈮
７月１２日㈭

胃がん検診（９：００ 庄内保健センター）
親子教室（９：３０ 庄内保健センター）
幼児健診（１３：１５ 庄内保健センター）
胃がん検診（９：００ 庄内保健センター）

庄　内

康 カ レ ン ダ ー

６月１５日㈮
６月１８日㈪

６月２０日㈬

６月２８日㈭

６月２９日㈮

胃がん検診（９：００ 温湯公民館）
基本健診・胃がん検診
（９：００ 湯布院コミュニティセンター）

基本健診
（９：００ 湯布院コミュニティセンター）

３歳児健診
（１３：００ ゆふいん子育て支援センター）

胃がん検診（９：００ 健康温泉館）

湯布院

お
し
え
て
！
国
民
年
金

平
成
19
年
度
の
厚
生
年
金
・

国
民
年
金
の
年
金
額
は
据
え
置
か
れ
ま
す

臨
時
職
員
の
募
集

市
営
特
公
賃
住
宅
入
居
者
の
募
集

■
物
件
名
お
よ
び
募
集
戸
数

　
市
営
ア
ウ
ル
石
城
団
地
１
戸（
Ｆ
-１
）（
挾
間
町
来
鉢
）

■
受
付
期
間　
６
月
４
日
㈪
〜
６
月
29
日
㈮
※
土
日
を
除
く
。

■
住
宅
概
要　
木
造
２
階
建
て
・
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
１
棟
２
戸
建
て
）

■
家　
　

賃

　
月
額
４
６
，０
０
０
円（
敷
金
と
し
て
１
３
８
，０
０
０
円
か
か
り
ま
す
）

※
入
居
資
格
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
電
話
や
窓
口
、
ま
た
は
由
布
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
挾
間
庁
舎
建
設
課（
☎
０
９
７
ー
５
８
３
ー
１
１
１
１
）

挾
間
地
域

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　

 

提
供
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
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０
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は
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金
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え
置
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経
緯
や
名
目
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取
り

賃
金
が
上
昇
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
19
年
度
の
年
金
額
は
据
え
置

か
れ
る
こ
と
に
な
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ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
今
年
度
の
年
金
改

定
通
知
書
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

６
月
中
旬
ま
で
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年
金
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込
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の
み
送
付
さ
れ
ま
す
。

市政だより市政だより

2007.6⑩⑪2007.6

　
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
の
第
１
期
生
を
募
集
し
ま
す
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ヘ
ル
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プ
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ー
ダ
ー
と
は
、

日
常
生
活
の
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で
運
動
習
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を
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り

入
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た
健
康
づ
く
り
の
普
及
啓
発
を

行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
運
動
に

つ
い
て
の
基
礎
知
識
や
運
動
実
技
の

習
得
が
で
き
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
養

成
講
座
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日　
８
月
か
ら
３
月
ま
で
毎

月
１
回
程
度（
８
回
コ
ー
ス
）

●
場
所　
挾
間
、
庄
内
、
湯
布
院
庁

舎
等

●
内
容　
運
動
指
導
士
・
栄
養
士
等

に
よ
る
講
義

●
条
件　
由
布
市
に
在
住
し
、
研
修

の
全
過
程
を
受
講
で
き
る
方
。
終

了
後
は
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
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で
き
る
方
。
年
齢
65

歳
未
満

●
費
用　
食
材
料
代
程
度
の
自
己
負

担
あ
り
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定
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20
人
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３
１
１
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内
線
３
３
４
・
３
３
５

〔
募
集
内
容
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生
活
支
援
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１
名（
18
歳
〜
60
歳
）

　
　

看
護
師（
資
格
有
） 

１
名（
22
歳
〜
60
歳
）

　

◆
勤
務
地　

知
的
障
害
者
更
生
施
設
小
松
寮（
由
布
市
庄
内
町
高
岡
）

　

◆
採
用
時
期　

随
時

　

◆
雇
用
期
間　

採
用
時
よ
り
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

　

◆
勤
務
時
間　

平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　

休
日　

日
直
勤
務
あ
り（
交
代
制
）

　

◆
休
暇
等　

市
の
規
定
に
よ
り
、
年
次
有
給
休
暇
等
が
付
与
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〔
応
募
方
法
〕

　

◆
履
歴
書（
写
真
付
き
）１
枚
と
資
格
証
の
コ
ピ
ー
を
総
務
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。※
見
学
希
望
の
方
に
は
、
随
時
対
応
し
ま
す
。
希
望
日
を
小
松

寮（
☎
０
９
７
―
５
８
２
―
３
８
３
４
）ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
職
員
係（
☎
０
９
７
―
５
８
２
―
１
１
１
１

内
線
２
０
５
・
２
０
６
）

　

由
布
市
で
は
、
第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画（
平
成
18
〜
20
年
度
）に

基
づ
き
、
介
護
保
険
関
連
施
設
等
の
基
盤
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
体
系
と
し
て
創

設
さ
れ
た「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」に
つ
い
て
は
、
市
が
定
め
た
事
業

計
画
に
基
づ
き
、
日
常
生
活
圏
域
ご
と
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ

ス
を
適
正
に
整
備（
市
長
が
事
業
者
を
指
定
）す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
平
成
19
年
度（
平
成
19
年
４
月
１
日
〜
平
成
20
年
３
月
31
日
）

に
整
備
予
定
の
次
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
提
供
主
体
と
な
る
事
業
者
を

募
集
し
ま
す
。

　
１
．
募
集
す
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

　

①
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護（
介
護
予
防
を
含
む
）

　

②
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護

２
．
募
集
期
間

　

６
月
13
日
㈬
〜
７
月
６
日
㈮　

閉
庁
日
は
除
く

　

※
提
出
書
類
等
の
受
付
は
、
７
月
６
日
㈮
午
後
５
時
必
着
で
す
。

３
．
提
出
場
所　
保
険
課
介
護
保
険
係（
湯
布
院
庁
舎
）

　

※
提
出
の
際
は
、
必
ず
担
当
者
が
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便

で
の
申
し
込
み
及
び
挾
間
・
庄
内
庁
舎
窓
口
で
は
受
け
付
け
ま
せ

ん
。

　
　

募
集
に
つ
い
て
の
詳
細
は
保
険
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
関
係
書
類
に
つ
き
ま
し
て
は
、
由
布
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　 

問
い
合
わ
せ

　

保
険
課
介
護
保
険
係

　
（
☎
０
９
７
７
―
８
４
―
３
１
１
１ 

内
線
３
５
２
・
３
５
３
）

　

由
布
市
Ｈ
Ｐ　

http://

w
w
w.

city.

yufu.

oita.

jp

由
布
市
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

受
講
生
募
集

健

６月１５日㈮

６月２０日㈬
６月２１日㈭
６月２２日㈮

６月２７日㈬

６月２９日㈮

７月 ６日㈮

７月 8日㈰
７月 9日㈪
７月１３日㈮

ちびっこ広場
（９：３０ 挾間健康センター）

胃がん検診（９：００ 中恵公民館）
３歳児健診（１３：３０ 挾間健康センター）
ちびっこ広場
（９：３０ 挾間健康センター）

基本健診（１３：３０ 朴木公民館）
基本健診（１５：００ 時松公民館）
基本健診（１７：００ 挾間健康センター）
基本健診（１３：３０ 挾間健康センター）
基本健診（１７：００ 挾間健康センター）
ちびっこ広場
（９：３０ 挾間健康センター）

胃がん検診（９：００ 挾間健康センター）
胃がん検診（９：００ 挾間健康センター）
ちびっこ広場
（９：３０ 挾間健康センター）

挾　間

６月１５日㈮
６月２５日㈪
７月 ６日㈮
７月１２日㈭

胃がん検診（９：００ 庄内保健センター）
親子教室（９：３０ 庄内保健センター）
幼児健診（１３：１５ 庄内保健センター）
胃がん検診（９：００ 庄内保健センター）

庄　内

康 カ レ ン ダ ー

６月１５日㈮
６月１８日㈪

６月２０日㈬

６月２８日㈭

６月２９日㈮

胃がん検診（９：００ 温湯公民館）
基本健診・胃がん検診
（９：００ 湯布院コミュニティセンター）

基本健診
（９：００ 湯布院コミュニティセンター）

３歳児健診
（１３：００ ゆふいん子育て支援センター）

胃がん検診（９：００ 健康温泉館）

湯布院

お
し
え
て
！
国
民
年
金

平
成
19
年
度
の
厚
生
年
金
・

国
民
年
金
の
年
金
額
は
据
え
置
か
れ
ま
す

臨
時
職
員
の
募
集

市
営
特
公
賃
住
宅
入
居
者
の
募
集

■
物
件
名
お
よ
び
募
集
戸
数

　
市
営
ア
ウ
ル
石
城
団
地
１
戸（
Ｆ
-１
）（
挾
間
町
来
鉢
）

■
受
付
期
間　
６
月
４
日
㈪
〜
６
月
29
日
㈮
※
土
日
を
除
く
。

■
住
宅
概
要　
木
造
２
階
建
て
・
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
１
棟
２
戸
建
て
）

■
家　
　

賃

　
月
額
４
６
，０
０
０
円（
敷
金
と
し
て
１
３
８
，０
０
０
円
か
か
り
ま
す
）

※
入
居
資
格
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
電
話
や
窓
口
、
ま
た
は
由
布
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
挾
間
庁
舎
建
設
課（
☎
０
９
７
ー
５
８
３
ー
１
１
１
１
）

挾
間
地
域

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　

 

提
供
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
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み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す
。

　

春
季
九
州
市
長
会
が
５
月
に
宮
崎
市
の

シ
ー
ガ
イ
ア
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
国
原
宮
崎
県
知
事
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
で

始
ま
り
、
各
市
か
ら
の
全
国
市
長
会
へ
の
提
出
議
題
の
審
議
や
緊
急
決
議
、
ま

た
中
国
と
の
交
流
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
由
布
市
も
中
国

や
韓
国
の
都
市
か
ら
交
流
要
請
が
あ
り
、
検
討
し
て
い
か
ね
ば
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
ホ
テ
ル
２０
階
か
ら
見
る
海
岸
線
、
は
る
か
向
こ
う
ま
で
続
く
松

林
は
素
晴
ら
し
い
。
そ
の
中
の
ゴ
ル
フ
場
の
グ
リ
ー
ン
が
目
に
染
み
る
ほ
ど
美
し
い
。

私
も
こ
ん
な
と
こ
ろ
な
ら
き
っ
と
良
い
ス
コ
ア
が
出
る
と
思
い
ま
し
た（
誰
で
す
か

「
そ
ん
な
こ
と
は
考
え
ら
れ
ん
！
」と
言
っ
て
い
る
の
は
）。
市
内
は
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ

ア
や
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
が
咲
き
、
花
が
植
え
ら
れ
温
か
い
歓
迎
の
心
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
き
っ
と
素
直
で
心
優
し
い
子
ど
も
た
ち
が
育
つ
だ
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
。

　

先
日
行
わ
れ
た
青
少
年
問
題
協
議
会
や
市
少
年
補
導
員
総
会
で
、
南
署
か
ら
、

由
布
市
は
少
年
犯
罪
が
非
常
に
少
な
い
と
い
う
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は

家
庭
・
学
校
・Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
・
関
係
機
関
・
多
く
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
の
お

か
げ
で
あ
る
と
大
変
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

詩
人
の
相
田
み
つ
を
の
作
品
に

　
　

ア
ノ
ネ　

親
は
子
供
を　

み
て
い
る
つ
も
り
だ

　
　

け
れ
ど　

子
供
は
そ
の
親
を　

み
て
い
る
ん
だ
な

　
　

親
よ
り
も　

き
れ
い
な　

よ
ご
れ
な
い　

眼
で
ね

と
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
を
言
っ
て
も
行
動
が
伴
っ
て
い
な
か
っ

た
ら
子
ど
も
は
ち
ゃ
ん
と
見
抜
い
て
し
ま
う
。
由
布
市
の
子
ど
も
が
健
全
に
育
つ

と
い
う
こ
と
は
、
市
民
が
良
い
模
範
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

大
人
が
よ
い
模
範
を
示
せ
ば
彼
ら
が
大
人
に
な
っ
て
ま
た
よ
い
模
範
を
示
す
。

そ
の
ま
ち
に
住
ん
で
い
る
人
の
人
柄
は
こ
う
し
て
つ
く
ら
れ
、
住
み
よ
い
ま
ち
が
で

き
て
い
く
。

　

私
は
由
布
市
を
心
の
優
し
く
温
か
い
人
ば
か
り
の
住
む
本
当
に
住
み
よ
い
ま
ち

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
。

　黒岳、由布岳で山開きが
行われ、多くの登山客でに
ぎわいました。近年は中高
年の登山ブームだそうです。
確かに、山頂にたどり着いた時の達成感と
そこから眺める景色の素晴らしいは癖になる
ものかもしれませんね。写真は庄内公民館
に咲いていたピンク色のウコンの花です。初
めて見ましたが、とても可愛い花でした。

　日中汗ばむようになり、長袖から半袖へと
衣替えの季節になりました。市でも６月から９
月末まで「ノーネクタイ、ノー上着」の軽装で
業務を行う”クールビズ”がはじまります。家
庭内でも同じですが、地球環境のため、ま
ずは身近なことから出来ることを心がけたい

ですね。
★今月のスナップは
湯平温泉祭りでの子
ども相撲大会での真
剣な「まなざし」です。

キ★ラ★リ★編★集キ★ラ★リ★編★集

（ゆ）

（ふ）

人
の
動
き

●総  人  口
●男
●女
●世  帯  数

（＋2）
（＋2）
（±0）
（＋24）

36,738人
17,628人
19,110人
14,736戸

6月1日現在　（  ）は前月比　※住民基本台帳より

由布市役所庄内庁舎総務部総合政策課
〒879-5498 由布市庄内町柿原 302番地　
TEL097-582-1111  FAX097-582-3971
http://www.city.yufu.oita.jp/
印刷：株式会社インタープリンツ

発
行
元

こんにち
は

●国民健康保険税
●市県民税
●入湯税

……… １期分
……………… １期分

…… ６月期分（５月分）

納期限　平成19年7月2日㈪

休
日
在
宅
当
番
医

今月の税

　
ご
利
用
予
定

の
方
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
６
月
22
日
㈮

　
運
行
路
線
の

う
ち
、
次
の
便

を
運
休
し
ま
す
。

　
①
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は
全
便
運
休

　
②
塚
原
コ
ー
ス

　
　
（
駅
前
バ
ス
セ
ン
タ
ー　
12
：
45
発
）

　
ユ
ー
バ
ス
の
本
格
運
行
に
向
け
て

ダ
イ
ヤ
等
の
見
直
し
を
行
う
た
め
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
は
６
月
25
日
㈪
か
ら
29
日
㈮
ま

で
の
５
日
間
で
す
。
市
内
の
病
院
や

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
調
査

員
が
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
お
渡
し
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

　
総
合
政
策
課

　
☎
0
9
7
―
5
8
2
―
1
1
1
1

　
内
線
2
1
7

●内科・外科医
　６／１７ 川崎内科（挾間）
　６／２４ 宮崎医院（庄内）
　７／ １ 湯布院厚生年金病院（湯布院）
　７／ ８ 庄内診療所（庄内）
　７／１５ おざきホームケアクリニック（庄内）
　７／１６ 秋吉医院（湯布院）

●歯科医
　７／ 8 田代歯科医院（湯布院）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス（
ユ
ー
バ
ス
）

　

運
休
の
お
知
ら
せ

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を

ZZz
z…

▲子どもから教わること
　それは”ピュア”な心 買い物は市内商店でしましょう

地買地消

☎097-583-5211
☎097-582-0345
☎0977-84-3171
☎097-582-3600
☎097-582-0013
☎0977-86-2241

☎0977-85-3322

3
3
2
，0
0
0
円

4
1
4
，0
0
0
円

5
4
8
，0
0
0
円

「
合
併
処
理
浄
化

槽
」を
設
置
す
る
家
庭

に
対
し
て
補
助
金
交
付
す

る
た
め
の
仮
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽

補
助
金（
仮
申
請
）

第
二
次
の
受
付
開
始

■
補
助
対
象

9
月
1
日
以
降
に
着
工
予
定
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
人

・
住
宅
の
新
築
や
ト
イ
レ
の
改
造
な
ど
を
行
い
、
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
す
る
人

・
由
布
市
内
に
住
所
が
あ
る
人
、
又
は
市
外
者
で
完
成
後
住
所
変
更

で
き
る
人（
来
年
２
月
末
ま
で
に
設
置
完
了
予
定
の
人
）

・
店
舗
な
ど
の
併
用
住
宅
は
、
延
べ
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
が
居

住
用
で
あ
る
こ
と
。

※
た
だ
し
、
販
売
目
的（
別
荘
を
含
む
）で
住
宅
を
建
設
す
る
場
合
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

■
補
助
金
仮
申
請
の
手
続
き
方
法

・
環
境
課（
湯
布
院
庁
舎
）、
ま
た
は
挾
間
・
庄
内
庁
舎
地
域
振
興

課
窓
口
で
仮
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
仮
申
請
書
は
環
境
課
ま
た
は
、
各
庁
舎
地
域
振
興
課
窓
口
に
用
意

し
て
い
ま
す
。

■
受
付
開
始
期
日　
７
月
2
日
㈪

■
申
請
締
切
期
限　
８
月
31
日
㈮ 

午
後
５
時
ま
で

■
補
助
金
額

・
5
人
槽
相
当（
1
6
0
㎡
未
満
） …
…
…
…
…
…

・
7
人
槽
相
当（
1
6
0
㎡
以
上
） …
…
…
…
…
… 

・
10
人
槽
相
当（
２
世
帯
住
宅
、
大
家
族
住
宅
）…

※
11
人
槽
以
上
に
つ
い
て
は
、
10
人
槽
の
補
助
額
で
打
ち
切
り
と
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

環
境
課

（
☎
0
9
7
7
―
8
4
―
3
1
1
1 

内
線
5
2
2
・
5
2
4
）

挾
間
庁
舎
地
域
振
興
課

（
☎
0
9
7
―
5
8
3
―
1
1
1
1 

内
線
1
2
2
7
）

庄
内
庁
舎
地
域
振
興
課

（
☎
0
9
7
―
5
8
2
―
1
1
1
1 

内
線
1
1
7
）
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み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す
。

　

春
季
九
州
市
長
会
が
５
月
に
宮
崎
市
の

シ
ー
ガ
イ
ア
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
国
原
宮
崎
県
知
事
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
で

始
ま
り
、
各
市
か
ら
の
全
国
市
長
会
へ
の
提
出
議
題
の
審
議
や
緊
急
決
議
、
ま

た
中
国
と
の
交
流
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
由
布
市
も
中
国

や
韓
国
の
都
市
か
ら
交
流
要
請
が
あ
り
、
検
討
し
て
い
か
ね
ば
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
ホ
テ
ル
２０
階
か
ら
見
る
海
岸
線
、
は
る
か
向
こ
う
ま
で
続
く
松

林
は
素
晴
ら
し
い
。
そ
の
中
の
ゴ
ル
フ
場
の
グ
リ
ー
ン
が
目
に
染
み
る
ほ
ど
美
し
い
。

私
も
こ
ん
な
と
こ
ろ
な
ら
き
っ
と
良
い
ス
コ
ア
が
出
る
と
思
い
ま
し
た（
誰
で
す
か

「
そ
ん
な
こ
と
は
考
え
ら
れ
ん
！
」と
言
っ
て
い
る
の
は
）。
市
内
は
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ

ア
や
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
が
咲
き
、
花
が
植
え
ら
れ
温
か
い
歓
迎
の
心
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
き
っ
と
素
直
で
心
優
し
い
子
ど
も
た
ち
が
育
つ
だ
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
。

　

先
日
行
わ
れ
た
青
少
年
問
題
協
議
会
や
市
少
年
補
導
員
総
会
で
、
南
署
か
ら
、

由
布
市
は
少
年
犯
罪
が
非
常
に
少
な
い
と
い
う
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は

家
庭
・
学
校
・Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
・
関
係
機
関
・
多
く
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
の
お

か
げ
で
あ
る
と
大
変
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

詩
人
の
相
田
み
つ
を
の
作
品
に

　
　

ア
ノ
ネ　

親
は
子
供
を　

み
て
い
る
つ
も
り
だ

　
　

け
れ
ど　

子
供
は
そ
の
親
を　

み
て
い
る
ん
だ
な

　
　

親
よ
り
も　

き
れ
い
な　

よ
ご
れ
な
い　

眼
で
ね

と
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
を
言
っ
て
も
行
動
が
伴
っ
て
い
な
か
っ

た
ら
子
ど
も
は
ち
ゃ
ん
と
見
抜
い
て
し
ま
う
。
由
布
市
の
子
ど
も
が
健
全
に
育
つ

と
い
う
こ
と
は
、
市
民
が
良
い
模
範
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

大
人
が
よ
い
模
範
を
示
せ
ば
彼
ら
が
大
人
に
な
っ
て
ま
た
よ
い
模
範
を
示
す
。

そ
の
ま
ち
に
住
ん
で
い
る
人
の
人
柄
は
こ
う
し
て
つ
く
ら
れ
、
住
み
よ
い
ま
ち
が
で

き
て
い
く
。

　

私
は
由
布
市
を
心
の
優
し
く
温
か
い
人
ば
か
り
の
住
む
本
当
に
住
み
よ
い
ま
ち

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
。

　黒岳、由布岳で山開きが
行われ、多くの登山客でに
ぎわいました。近年は中高
年の登山ブームだそうです。
確かに、山頂にたどり着いた時の達成感と
そこから眺める景色の素晴らしいは癖になる
ものかもしれませんね。写真は庄内公民館
に咲いていたピンク色のウコンの花です。初
めて見ましたが、とても可愛い花でした。

　日中汗ばむようになり、長袖から半袖へと
衣替えの季節になりました。市でも６月から９
月末まで「ノーネクタイ、ノー上着」の軽装で
業務を行う”クールビズ”がはじまります。家
庭内でも同じですが、地球環境のため、ま
ずは身近なことから出来ることを心がけたい

ですね。
★今月のスナップは
湯平温泉祭りでの子
ども相撲大会での真
剣な「まなざし」です。

キ★ラ★リ★編★集キ★ラ★リ★編★集

（ゆ）

（ふ）

人
の
動
き

●総  人  口
●男
●女
●世  帯  数

（＋2）
（＋2）
（±0）
（＋24）

36,738人
17,628人
19,110人
14,736戸

6月1日現在　（  ）は前月比　※住民基本台帳より

由布市役所庄内庁舎総務部総合政策課
〒879-5498 由布市庄内町柿原 302番地　
TEL097-582-1111  FAX097-582-3971
http://www.city.yufu.oita.jp/
印刷：株式会社インタープリンツ

発
行
元

こんにち
は

●国民健康保険税
●市県民税
●入湯税

……… １期分
……………… １期分

…… ６月期分（５月分）

納期限　平成19年7月2日㈪

休
日
在
宅
当
番
医

今月の税

　
ご
利
用
予
定

の
方
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
６
月
22
日
㈮

　
運
行
路
線
の

う
ち
、
次
の
便

を
運
休
し
ま
す
。

　
①
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は
全
便
運
休

　
②
塚
原
コ
ー
ス

　
　
（
駅
前
バ
ス
セ
ン
タ
ー　
12
：
45
発
）

　
ユ
ー
バ
ス
の
本
格
運
行
に
向
け
て

ダ
イ
ヤ
等
の
見
直
し
を
行
う
た
め
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
は
６
月
25
日
㈪
か
ら
29
日
㈮
ま

で
の
５
日
間
で
す
。
市
内
の
病
院
や

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
調
査

員
が
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
お
渡
し
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

　
総
合
政
策
課

　
☎
0
9
7
―
5
8
2
―
1
1
1
1

　
内
線
2
1
7

●内科・外科医
　６／１７ 川崎内科（挾間）
　６／２４ 宮崎医院（庄内）
　７／ １ 湯布院厚生年金病院（湯布院）
　７／ ８ 庄内診療所（庄内）
　７／１５ おざきホームケアクリニック（庄内）
　７／１６ 秋吉医院（湯布院）

●歯科医
　７／ 8 田代歯科医院（湯布院）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス（
ユ
ー
バ
ス
）

　

運
休
の
お
知
ら
せ

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を

ZZz
z…

▲子どもから教わること
　それは”ピュア”な心 買い物は市内商店でしましょう

地買地消

☎097-583-5211
☎097-582-0345
☎0977-84-3171
☎097-582-3600
☎097-582-0013
☎0977-86-2241

☎0977-85-3322

3
3
2
，0
0
0
円

4
1
4
，0
0
0
円

5
4
8
，0
0
0
円

「
合
併
処
理
浄
化

槽
」を
設
置
す
る
家
庭

に
対
し
て
補
助
金
交
付
す

る
た
め
の
仮
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽

補
助
金（
仮
申
請
）

第
二
次
の
受
付
開
始

■
補
助
対
象

9
月
1
日
以
降
に
着
工
予
定
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
人

・
住
宅
の
新
築
や
ト
イ
レ
の
改
造
な
ど
を
行
い
、
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
す
る
人

・
由
布
市
内
に
住
所
が
あ
る
人
、
又
は
市
外
者
で
完
成
後
住
所
変
更

で
き
る
人（
来
年
２
月
末
ま
で
に
設
置
完
了
予
定
の
人
）

・
店
舗
な
ど
の
併
用
住
宅
は
、
延
べ
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
が
居

住
用
で
あ
る
こ
と
。

※
た
だ
し
、
販
売
目
的（
別
荘
を
含
む
）で
住
宅
を
建
設
す
る
場
合
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

■
補
助
金
仮
申
請
の
手
続
き
方
法

・
環
境
課（
湯
布
院
庁
舎
）、
ま
た
は
挾
間
・
庄
内
庁
舎
地
域
振
興

課
窓
口
で
仮
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
仮
申
請
書
は
環
境
課
ま
た
は
、
各
庁
舎
地
域
振
興
課
窓
口
に
用
意

し
て
い
ま
す
。

■
受
付
開
始
期
日　
７
月
2
日
㈪

■
申
請
締
切
期
限　
８
月
31
日
㈮ 

午
後
５
時
ま
で

■
補
助
金
額

・
5
人
槽
相
当（
1
6
0
㎡
未
満
） …
…
…
…
…
…

・
7
人
槽
相
当（
1
6
0
㎡
以
上
） …
…
…
…
…
… 

・
10
人
槽
相
当（
２
世
帯
住
宅
、
大
家
族
住
宅
）…

※
11
人
槽
以
上
に
つ
い
て
は
、
10
人
槽
の
補
助
額
で
打
ち
切
り
と
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

環
境
課

（
☎
0
9
7
7
―
8
4
―
3
1
1
1 

内
線
5
2
2
・
5
2
4
）

挾
間
庁
舎
地
域
振
興
課

（
☎
0
9
7
―
5
8
3
―
1
1
1
1 

内
線
1
2
2
7
）

庄
内
庁
舎
地
域
振
興
課

（
☎
0
9
7
―
5
8
2
―
1
1
1
1 

内
線
1
1
7
）
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6月号
あらかしの森 林通信も

り

● 第21回 参議院通常選挙

● 春の叙勲・褒賞

● 山桜日本一の里づくり植樹祭 子どもたちによる交通安全街頭啓発

“ほら 車がきたよ”



※お誕生日コーナーにお子さんの写真を掲載したい保護者
の方は、事前に総合政策課（☎０９７－５８２－１１１１内線
２２２）へ電話でお申し込みください。対象は３歳以下で、
旧３町広報紙及び市報ゆふのお誕生日コーナーに掲載され
たことがない方とします（先着順）。

井上 遼祐くん

平成18年６月12日生 庄内町五ヶ瀬

いつもひょうきんな美咲ちゃん。
家族みんなが癒されています。

これからものびのび
明るく育ってね。

平成18年６月６日生 庄内町五ヶ瀬

いのうえ りょうすけ

工藤 美咲ちゃん

くど う みさ き

松山 和輝くん

まつやま かずき

平成18年６月12日生 湯布院町川上

福留 亮太くん

ふくどめ りょうた

重松 歩夢くん

しげまつ あゆ む

平成17年６月22日生 湯布院町中川

平成18年６月19日生 湯布院町川北

お誕生日おめでとう。
遼ちゃんの笑顔を見るとみんな
元気になれるよ。これからも元気に

遊んで大きくなろうね。

和輝１歳の
お誕生日おめでとう！
ただただ元気に元気に
大きくなーれ！

１歳のお誕生日おめでとう。
いつもニコニコ笑顔のいい、
あゆくん。お兄ちゃんと
いっぱい遊ぼうね。

１歳のお誕生日
おめでとう。

これからもすくすく
元気に育ってね。

スマッシュ！スマッシュ！スマッシュ！

西庄内小学校卓球クラブ

西庄内小学校卓球クラブ

2007.6③②2007.6

スホットラ
イト

まちの

スホットラ
イトスホットラ
イト
vol.20

このコーナーは
「元気な人とまち」を応援するために

シリーズで掲載しています。

目標に向かってがんばる
子どもたちを紹介します

20由布さわやかキッズ
ハッピー バースデーバースデーハッピー

H A P P Y  B I R T H D A Y  T O  Y O U !

6月

　クラブを創設して15年、現在地元の西庄内小学
校の児童から町内その他の小学校の児童も所属して
しており、同クラブ出身の中学生まで部活を終えた
あとに一緒に練習をして汗を流しています。 
　２人の指導者が小中学生合わせ23人の部員にフ
ォームをはじめとした基礎から応用まで、子どもた
ち一人ひとりと真剣に向き合って指導しています。
　きっかけは、以前庄内町内の各小学校にあったス
ポーツ少年団からクラブに発展したとのこと。
　「一つのことを継続することの大切さを子どもた
ちに伝えたい」と卓球だけではなく、教育の一環と
してもとらえています。
　過去には国体選手も輩出しており、全国大会には
４度出場している実績があります。この日も練習に
参加した同クラブ出身の庄内中学校で活躍する工藤
さんは「一人でも多くの選手が県の大会で入賞し、
九州そして全国の大会に進出したいと思います。私
を含めて頑張ります」と笑顔で抱負を語ってくれま
した。
　クラブは毎週火曜日・木曜日の午後７時から９時
と、土曜日の午後６時30分から８時30分まで西
庄内小学校体育館で練習をしています。現在クラブ
では部員を募集中です。お問い合わせは監督の佐西
さん（☎097－582－1487または☎090－52
96－6494）まで。

◀楽しい読みきかせに
　ニコニコ笑顔の
　子どもたち

▶「
ま
た
会
お
う
ね
」と
笑
顔
で

　

お
別
れ
の
あ
い
さ
つ

　手作りの壁飾りが貼られた会場で、絵本の読み聞か
せや紙芝居、手遊び歌などの楽しいおはなし会が行わ
れています。
　「子どもたちに絵本の楽しさを伝え、本に親しむ環
境づくりを」とおはなし会を行っているのが、読み聞
かせボランティアグループ「秋桜の会」の皆さん。庄
内町の公民館活動から始まった活動も５年目となり、
現在メンバーは約20人。30代から70代までと年齢
層も幅広く、昨年からは男性メンバーも加わっていま
す。主に庄内地域を中心に、各幼稚園や小学校などで
読み聞かせを行っていましたが、昨年からだれでも自
由に参加できるおはなし会を開いています。
　「絵本の読み聞かせなら、私にでもできるのではと
気軽に始めましたが、とても奥が深いんです。自分が
絵本の魅力にはまってしまいました」と話すのは会長
の古長ひろみさん。毎月の例会では、読み聞かせの絵
本の選定や読み聞かせの際のポイントなどの研修を重
ねているそうです。そんなメンバーの皆さんが何より
もうれしいのは、子どもたちの笑顔。学校を訪問した
帰りに、「また、来てね」と言ってくれる子どもたち
のお礼のことばもエネルギーになっているようです。
　会では、お声をかけていただければ、できる限り読
み聞かせに出かけていきたいとのこと。詳しくは、庄
内公民館（☎097－582－0214）までお問い合わせ
ください。

日時●毎月第３日曜日、
　　　午前10時～11時
場所●庄内公民館
※参加自由です。     

おはなし会

読み聞かせボランティアグループ

「秋桜の会」
こす  も す
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　クラブを創設して15年、現在地元の西庄内小学
校の児童から町内その他の小学校の児童も所属して
しており、同クラブ出身の中学生まで部活を終えた
あとに一緒に練習をして汗を流しています。 
　２人の指導者が小中学生合わせ23人の部員にフ
ォームをはじめとした基礎から応用まで、子どもた
ち一人ひとりと真剣に向き合って指導しています。
　きっかけは、以前庄内町内の各小学校にあったス
ポーツ少年団からクラブに発展したとのこと。
　「一つのことを継続することの大切さを子どもた
ちに伝えたい」と卓球だけではなく、教育の一環と
してもとらえています。
　過去には国体選手も輩出しており、全国大会には
４度出場している実績があります。この日も練習に
参加した同クラブ出身の庄内中学校で活躍する工藤
さんは「一人でも多くの選手が県の大会で入賞し、
九州そして全国の大会に進出したいと思います。私
を含めて頑張ります」と笑顔で抱負を語ってくれま
した。
　クラブは毎週火曜日・木曜日の午後７時から９時
と、土曜日の午後６時30分から８時30分まで西
庄内小学校体育館で練習をしています。現在クラブ
では部員を募集中です。お問い合わせは監督の佐西
さん（☎097－582－1487または☎090－52
96－6494）まで。
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　手作りの壁飾りが貼られた会場で、絵本の読み聞か
せや紙芝居、手遊び歌などの楽しいおはなし会が行わ
れています。
　「子どもたちに絵本の楽しさを伝え、本に親しむ環
境づくりを」とおはなし会を行っているのが、読み聞
かせボランティアグループ「秋桜の会」の皆さん。庄
内町の公民館活動から始まった活動も５年目となり、
現在メンバーは約20人。30代から70代までと年齢
層も幅広く、昨年からは男性メンバーも加わっていま
す。主に庄内地域を中心に、各幼稚園や小学校などで
読み聞かせを行っていましたが、昨年からだれでも自
由に参加できるおはなし会を開いています。
　「絵本の読み聞かせなら、私にでもできるのではと
気軽に始めましたが、とても奥が深いんです。自分が
絵本の魅力にはまってしまいました」と話すのは会長
の古長ひろみさん。毎月の例会では、読み聞かせの絵
本の選定や読み聞かせの際のポイントなどの研修を重
ねているそうです。そんなメンバーの皆さんが何より
もうれしいのは、子どもたちの笑顔。学校を訪問した
帰りに、「また、来てね」と言ってくれる子どもたち
のお礼のことばもエネルギーになっているようです。
　会では、お声をかけていただければ、できる限り読
み聞かせに出かけていきたいとのこと。詳しくは、庄
内公民館（☎097－582－0214）までお問い合わせ
ください。

日時●毎月第３日曜日、
　　　午前10時～11時
場所●庄内公民館
※参加自由です。     

おはなし会

読み聞かせボランティアグループ

「秋桜の会」
こす  も す
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 ５月１日、庄内地域西長宝の芝野スギヱさんが、百歳の誕生日
を迎えました。当日は、首藤市長が祝福のため自宅を訪れ、花束と記念
品を手渡しました。「これからも長生きしてください」と言葉を掛けると、
芝野さんは「長寿はみんなのおかげ。今はうれしさでいっぱいです」と感
想を述べていました。読み書きをはじめ、自分で食事することができる芝
野さん。長寿の秘訣は「よく食べること」とのことで、鶏の骨付きからあ
げが大好物なんだそうです。いつまでも、お元気な姿を見せて下さいね。 

お祝い

2007.6⑤④2007.6

５月３日、第５回こども神楽祭２１が庄内総合運動
公園神楽殿で行われました。当日は好天に恵まれ、多くの観
客が集まった前で、庄内子供神楽愛好会や湯平子供神楽、さ
らに源流はさま太鼓による和太鼓の演奏など１２団体が出演。
　また、今年の由布市のキャンペーンレディ参加による餅まき
も行われ、子どもたちの気迫あふれる息の合った舞台の中、
出演者・観客ともに大いに盛り上がりました。

大熱演 神楽の里の子どもたち”安全”を祈願自然観察
４月２９日、「第２８回黒岳山開き」が庄内・阿蘇野地区のじ

ろそ村キャンプ場で開かれました。朝早くから大勢の登山者が訪れた中、
首藤奉文市長や坂本善徳庄内町観光協会長をはじめ、多くの来賓出
席のもと、最初に神事を行いました。続いて餅まきをしたのちに地元
女性グループが登山客へ豚汁をふるまいました。 
　残念ながら今年は「裏」年にあたり、シャクナゲはあまり咲いていま
せんでしたが、前岳登山をみなさん楽しんでいました。 
　また、当日は自然観察トレッキングもあり、自然観察員の案内のもと、
参加者は男池の源流と言われる黒岳山麓（かくし水）を目指し池周辺を
散策。新緑の原生林や地面の所々に咲く美しい植物など参加者は黒岳
の多彩な自然を十分に満喫していました。

５月２日、第１回由布市椎茸品評会が、庄内庁舎で開催されました。
由布市椎茸生産者協議会の会員が「どんこ」「こうこ」「こうしん」の３部門に４０点
を出品し、県中部振興局生産流通部職員をはじめ審査委員が色や粒ぞろいなどを
もとに審査。今年は暖冬で小雨のため厳しい年にも関わらず高品質なものが集ま
った中、最優秀賞に池辺稲生さん（どんこの部・湯布院町川西）が選ばれました。
各部門の優等入賞者は次の通りです。（敬称略）【どんこの部】池辺稲生（湯布院）
船越則明（庄内）【こうこの部】挾間義憲（庄内）【こうしんの部】古庄一成（庄内）

はじめての品評会表 彰

▲こっちにもおもち投げて

▲多くのお客さんで賑わいました▲伝統芸能の“継承”

▲登山客の安全を祈願して

▲登山は楽しく♪

▲展望台からの風景

◀登山記念に配布された
　手ぬぐい

◀登山者には記念の帽子を配布

▲おめでとうございます。

１００回目のお誕生日

▶
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山
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▲これからもお元気で

「看護週間」期間中の５月１１日、別府県民保健福祉センター
由布保健支所で一日保健師の行事が行われました。委嘱状交付を受
けた湯布院おもてなし委員会の中谷靖子さんら３人は、庄内保健セン
ターで乳児健診などを見学。訪れていた親子などとふれあった後、保
護者代表者などを交じえ意見交換を行いました。
　また、期間中には由布院駅で血圧測定や健康相談を行う「一日まち
の保健室」なども行われました。

啓 発

第２８回由布岳山開き祭が５月１３日、由布岳登山口で行わ
れました。登山者の安全を祈願したあと、登山者のうち最年少となる
大分市の杉原波瑠香ちゃん（１歳）や関係者がテープカットをして山開
きを祝いました。市内外から訪れた約３,０００人の登山者は、それぞ
れのペースで由布岳登山を満喫。また、下山後の登山者を迎えるため、
陸上自衛隊湯布院駐屯地隊員による豚汁のサービスや音楽隊の演奏
なども行われました。

３６０度のパノラマを満喫爽 快

看護の心をみんなの心に

多くの観光交流者でにぎわった５月の大型連休中の湯布院
地域。訪れる観光交流者と地域住民が快適に過ごせるようにと、交
通混雑緩和を図る取り組みが行われました。
　湯布院庁舎に勤務する市職員は、事前に観光案内の学習会に参加。
５月３日から６日は関係団体等と協働し、由布院駅前などの主要箇所
で観光パンフの配布や臨時駐車場への交通誘導などを実施。みんな
が安心安全な地域を目指し、笑顔での対応を心がけました。

笑顔で観光交流者を案内協 働
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花を育てることを通してやさしい思いやりの心を育てることを目
的とした「人権の花」運動の指定校に川西小学校が選ばれ、指定書交付式
が５月１６日に同校で行われました。式では、首藤市長が「力を合わせてき
れいな花を咲かせてください」と児童代表の有馬沙希さんに指定書を交付。
「きれいな花を咲かせるように頑張ります」と力強い決意が述べられました。
　今後は、児童全員で協力し花の栽培に取り組み、育てた花を学校や公
民館に飾ったり、施設などに贈る予定だそうです。

みんなで協力しきれいな花を人 権

５月２５日、中国の桂林市永福県から訪問団が市長へ表敬
訪問のため庄内庁舎に来庁しました。永福県は長寿地域とのことで、
温泉に関心があり、その視察をすることが目的。視察団一行は、由布
市のほか大分市や別府市など企業誘致関連のため企業や大学を視察し
ました。国際化の中で、今後もこのような友好関係づくりのための情
報交換を行う機会が増えていきます。国際交流を通してのまちづくりが
求められています。

表敬訪問 友好関係を広げて
別府市のべっぷアリーナで「第５２回全九州バレーボール総合

選手権大会」が行われました。５月２０日の高校男子決勝戦では、大分
工業高校が強豪の鎮西高校（熊本）を２－０のストレートで破り、１３年
ぶりの優勝を決めました。
　この大会に出場し、センターのポジションで活躍したのが３年の幸野
慎太朗くん（庄内・西大津留）。「優勝はうれしかった。インターハイな
ど今後の大会でも勝利を目指して頑張りたい」と抱負を語ってくれました。

全九州バレー大会で活躍活 躍

５月１６日、庄内ひばり保育園の２４人の児童が市役所庄内
庁舎前にて交通安全の街頭ＰＲを行いました。これは「春の全国交通
安全運動」に合わせて同保育園の３歳児から５歳児までの「モンキーク
ラブ」が、大分南警察署の指導員による交通安全指導のもと運転者
へ啓発を行ったもので、年４回ほど交通安全教室を行っています。「青
は進め。黄色は注意して止まれ。赤は止まれ」の合図のもの、子ども
たちは大きな声で真剣に歩行者やドライバーに呼びかけをしていました。

事故防止
保護者による呼びかけ▶

交通安全をＰＲ
５月１９日、２０日に「第１２８回湯平温泉まつり」が温泉街

を会場に開催されました。両日とも好天に恵まれ、初日に明治橋上で
献湯祭が実施された後、釈迦稚児行列や湯平小児童鼓笛隊が祭りを
盛り上げました。祭りの期間中、関所にて通行証を購入すると、４つ
の共同浴場で無料入浴ができるなど特典もあり、多くの人で賑わいまし
た。また、メイン会場では湯布院駐屯地自衛隊による演奏会をはじめ、
湯布院芸能振興会による舞台ショーや歌謡ショー、さらには子どもに
よる舞踊などが行われ楽しいステージになりました。
　「今後も自分たちの力で祭りを築くことの素晴らしさを多くの方に伝
えたい」と新開勝同温泉祭り実行委員会長。まさに湯平の”地域力”
を実感した２日間でした。

地域の力 ゆのひら温泉祭り

▲個性あふれる衣装の地獄の駕籠かきレース

▲感謝と反映を祈願 ▲賑わう湯平の街並み

▲楽しい催しがいっぱい♪ ▲お願いだから落ちないで ▲盛り上がった相撲大会
▲スローガン「花を咲かせてホットハート
　川西小」を発表する児童

▲市長へ優勝報告に訪れた幸野くん

今年度の寿大学の開級式が５月２４日にはさま未来館文化ホールで開催さ
れました。挾間地域に居住する６５歳以上の方で、余暇の時間に教養と学びの輪を広げ、
豊かな経験と知識をもとに、健康で文化的な生活を送ることが目的。
　今年は２３５人が入学し、学長の二宮教育長が「生涯を通じて社会参画をすること
が大切。一緒に楽しみながら学びましょう」と出席者に挨拶。また、「健寿荘」施設
長の増井玲子先生が『認知症について』をテーマに講演し、「料理を作るなど日ごろの
脳のトレーニングとともに早期発見・早期治療と予防が大切」と呼びかけていました。

学ぶ楽しさを実感いきいき
５月１７日、「小さな親切」運動挾間支部総会が

はさま未来館で行われました。はじめに第３１回「小さな
親切」作文コンクール県内入選者の挾間中学校３年阿部真
子さんによる作文が披露され、続いて今年度の実行者の
紹介と感謝状の贈呈式が行われました。挾間支部長の油
布玲二さんは「この運動の精神を大切にして、今後は是非
とも市内へ広めていきたい」と語っていました。

まごころ ”今”こそ求められるもの
▲表彰おめでとうございます

▲推進員ら約50名が出席▲作文を披露する阿部さん
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6月のテーマ展示

竃（かまど）、七輪、薪ストーブ、囲炉裏、火鉢･･･人の暮らしには昔から、程よい距離を保った火の存在があり
ました。スイッチ1つで料理ができる、お風呂は沸かせる、暖をとることができる現代。火と共に生きることを
見直せる一冊です。

フードジャーナリスト、エッセイストとして活躍する著者が、「食」を様々な角度から描いています。食べる事
の楽しさ、日々の生活のいとおしさがたくさんつまった本です。次々に登場する食べ物がとにかくおいしそう
なので、空腹で読むのは注意です。

『マンガ　ペースメーカーの父・田原　淳』　須磨　幸蔵　原作　H289/タ　　郷土資料コーナー

『悪人』　吉田　修一　著　913.6/ヨ　一般コーナー

『火のある暮らしのはじめ方』　日本の森林を育てる薪炭利用キャンペーン実行委員会　編　658.2/ヒ　湾曲コーナー　

『ひとりひとりの味』　平松　洋子　著　　Y596/ヒ　ヤングコーナー

美しいプロポーションをつくるのに1日5分の運動だけで効果が出るわけがありません。筋肉を作り、脂肪を燃
やし、良い体をつくるためには、変わるための決意が大切です。初心者向けに書かれたこの本をぜひ、お読み
下さい。

吾

加害者と被害者、そしてそれぞれの家族。出会い系サイトにからむ事件を様々な視点を交錯させながら描いて
います。読みごたえのある一冊です。ぜひ、お読み下さい。

心臓医学に多大な業績を残し、世界の心臓学者に名を連ねる田原淳の生涯をマンガで分かりやすく描いていま
す。「田原淳（たわら　すなお）」を多くの人に知ってもらいたい、という、熱い思いの伝わる一冊です。

『女性のための筋力トレーニング』　R-body project 監修　S780.7/シ　健康コーナー

司
書
お
す
す
め
の
一
冊
！

ほ
か
多
数

６月のカレンダー

「気象」

作品 藤川 富士子さん
　心を癒やす絵手紙。季節の絵で
手紙をいただくとうれしいですね。
絵手紙の世界へどうぞ。

3館の休館・休室日 3館のおはなし会

大分合同新聞社

甲斐　素純 他

藤田　洋三

佐々木　薫

市ノ瀬　絵里子

旅行人編集部

濱田　美里

松久保　晃作

ルーマー・ゴッデン

茂木　健一郎

不動産取引実務研究会

JOY

むぎ

眠眠

「テレビで言ってたヨ」この言葉、最近よく聞きます。類義語では「報道されているじゃないか」。我々一個人が
すべての事柄を自分の目で確かめることはほぼ不可能ですが、だからといってそれがすべて正しい！！そう言
い切っても良いのでしょうか？そのことを考えさせられる一冊です。

『環境問題はなぜウソがまかり通るのか』　武田　邦彦　519/タ　一般コーナー
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湯布院図書室からお知らせ由布市立（挾間）図書館からお知らせ
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庄内図書室からお知らせ

　1875年６月１日、わが国初の気
象台が設置されました。梅雨を迎
えるこの６月、お天気が気にな
り、空を見上げることが多くなり
ます。そこで、気象の本を集めて
みました。

6月のミニ展示「絵手紙」
あ

貸出冊数８０万冊突破!

●由布市立図書館
★6月からおはなし会の日時の変更
　第３水曜：午後２時～　　第４土曜：午前11時～　
　今まで月４回行われていましたが、２回になりました。
★ホームページアドレスの変更　新アドレス http://library.yufu-city.jp/
★郷土資料を収集しています。
　挾間・庄内・湯布院の資料を収集しています。地域出身の人が書いた本や、出
身者のこと、地域のことが書かれている本などがありましたら図書館までお知ら
せください。（☎097－586－3150）
●湯布院公民館図書室
★おはなし会「おはなしバスケット」
　毎年恒例春のおはなし会です。絵本の読みきかせ、紙芝居、大型絵本、パネル
シアター、手あそび、語りなど、楽しいプログラムで皆さんをお待ちしています。

お知らせ

　４月19日㈭、由布市立図書館の本の貸
出冊数が、2000年４月に旧挾間町立図書

館として開館して以来７年間で、80万冊を突破しました。
　記念すべき80万冊目を借りたのは、庄内町の短大生後藤梢さん（20）です。授業で使
う本を借りに来て幸運な一人になりました。首藤奉文市長から認定証、二宮政人教育長から記念品が手渡されました。
若い世代の皆さんも大いに図書館を利用してください。

おはなし
バスケット

　由布市立図書館・庄内公民館図書室・湯布院公民館図
書室です。
　いま、子どもが成長する過程で、本にふれることの大
切さが取り上げられています。
　由布市でも読み聞かせなど、読書推進のボランティア
活動が活発に行われています。ボランティアの皆さんの
熱心な活動が「子どもの心を育てる」ことにつながってい
くのではないでしょうか。

郷土資料の収集・保存にご協力を！！

7月の休館日 2㈪・9㈪・16㈪・23㈪・30㈪・31㈰
7月のおはなし会 18㈯・28㈯

7月の休館日 16㈪
7月のおはなし会 15㈰

7月の休館日 3㈫・10㈫・17㈫・24㈫・31㈫
7月の読みかたり 19㈭

と　き ６月30日㈯ 13：30 ～ 15：00 ところ 湯布院公民館　視聴覚室
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ました。スイッチ1つで料理ができる、お風呂は沸かせる、暖をとることができる現代。火と共に生きることを
見直せる一冊です。

フードジャーナリスト、エッセイストとして活躍する著者が、「食」を様々な角度から描いています。食べる事
の楽しさ、日々の生活のいとおしさがたくさんつまった本です。次々に登場する食べ物がとにかくおいしそう
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美しいプロポーションをつくるのに1日5分の運動だけで効果が出るわけがありません。筋肉を作り、脂肪を燃
やし、良い体をつくるためには、変わるための決意が大切です。初心者向けに書かれたこの本をぜひ、お読み
下さい。

吾

加害者と被害者、そしてそれぞれの家族。出会い系サイトにからむ事件を様々な視点を交錯させながら描いて
います。読みごたえのある一冊です。ぜひ、お読み下さい。

心臓医学に多大な業績を残し、世界の心臓学者に名を連ねる田原淳の生涯をマンガで分かりやすく描いていま
す。「田原淳（たわら　すなお）」を多くの人に知ってもらいたい、という、熱い思いの伝わる一冊です。

『女性のための筋力トレーニング』　R-body project 監修　S780.7/シ　健康コーナー
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６月のカレンダー

「気象」

作品 藤川 富士子さん
　心を癒やす絵手紙。季節の絵で
手紙をいただくとうれしいですね。
絵手紙の世界へどうぞ。

3館の休館・休室日 3館のおはなし会

大分合同新聞社

甲斐　素純 他

藤田　洋三

佐々木　薫

市ノ瀬　絵里子

旅行人編集部

濱田　美里

松久保　晃作

ルーマー・ゴッデン

茂木　健一郎

不動産取引実務研究会

JOY

むぎ

眠眠

「テレビで言ってたヨ」この言葉、最近よく聞きます。類義語では「報道されているじゃないか」。我々一個人が
すべての事柄を自分の目で確かめることはほぼ不可能ですが、だからといってそれがすべて正しい！！そう言
い切っても良いのでしょうか？そのことを考えさせられる一冊です。
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庄内図書室からお知らせ

　1875年６月１日、わが国初の気
象台が設置されました。梅雨を迎
えるこの６月、お天気が気にな
り、空を見上げることが多くなり
ます。そこで、気象の本を集めて
みました。

6月のミニ展示「絵手紙」
あ

貸出冊数８０万冊突破!
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お知らせ

　４月19日㈭、由布市立図書館の本の貸
出冊数が、2000年４月に旧挾間町立図書
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おはなし
バスケット
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7月の休館日 2㈪・9㈪・16㈪・23㈪・30㈪・31㈰
7月のおはなし会 18㈯・28㈯

7月の休館日 16㈪
7月のおはなし会 15㈰

7月の休館日 3㈫・10㈫・17㈫・24㈫・31㈫
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と　き ６月30日㈯ 13：30 ～ 15：00 ところ 湯布院公民館　視聴覚室



　オトメクジャクは、自生しているシダ植物のことで、
非常に珍しく、日本では、宇佐市院内と由布市挾間
町にしか見られません。オトメクジャクと可愛らしい名
前がついていますが、その由来は、昭和１４年大分師
範学校の学生平松氏が、院内町の乙女村で始めて発
見したことから、この地区の名前をとって、オトメクジャ
クとされました。その後、野口先生が学会に発表して、
新種と認められました。
　昭和２４年に挾間町でも発見され、県指定天然記
念物に指定されました。
　オトメクジャクは、夏に緑の葉を茂らせ、全長は
２０cm前後です。葉は紫、緑、褐色の光沢があり、
葉の小片は半月状をしています。葉の先は長く、つる
状に伸びて、その先に無性芽をつけ、主にこれによっ
て増えていきます。水田の古い石垣の間に生え、ほか
に移すと枯れてしまう植物です。
　環境庁発刊の『日本の絶滅のおそれのある野生生
物』によると絶滅危急種として「緊急の保護対策が必
要である」と報告されていることから、大切に未来へ
残したい植物です。

2007.6⑪⑩2007.6

　由布市挾間町七蔵司から、別府に抜ける道に銭瓶
峠があります。江戸時代にこの峠で、府内藩側と別
府赤松村（天領）側の間で「銭瓶石騒動」と呼ばれる
事件が起こったそうです。むかしは、海岸沿いの道
は落石や崖崩れで危険だったので、この山道のほうが
本道でした。
　宝暦１１年（１７６１）江戸幕府の巡検使が見回りに
来るというので、府内藩では農民が出て銭瓶峠の道
普請（道路を整備すること）をしていました。そこに、
赤松村の農民がやってきて「ここはうちの村の土地だ」
といい、道普請をしている農民の鍬をうばって、府内
藩の農民の頭に「とびぐち」を打ち込み重傷を負わせ
たそうです。そのうえ、道つくり奉行や足軽まで赤松
村に連れて行ってしまいました。
　この事件で、両方の家老や代官、各村の庄屋、組頭、
農民など総勢８１人が江戸に呼び出され裁判となった
そうです。その結果、府内藩では、殿様が１年の謹
慎処分をうけ、赤松村では、８人が島流しになるとい
う大変な事件となりました。
　その後、双方の庄屋が話し合って、境石をたてた
といわれていますが、銭瓶石は、このときの境石の一
つではないかと推測されています。

出典は『豊後 銭瓶石騒動記録』より

問い合わせ

由布市文化財探訪由布市文化財探訪 その.17

今回は挾間地域の内成に自生する県指定天然
記念物「オトメクジャク」について紹介します。

由布市陣屋の村歴史民俗資料館
☎ 097－583－3941
由布市教育委員会　生涯学習課文化振興係
☎ 0977－84－3111（内234）

「銭瓶石騒動」

●次回紹介は……
県指定有形文化財「後藤家 宝塔」と阿蘇野の
「白水鉱泉」です。お楽しみに！

▲銭瓶石

▲オトメクジャク

国家公務員Ⅲ種試験（高校卒業程度）
試験日　９月９日㈰
職種　行政事務、税務、機械、土木、林業
受験資格　昭和61年４月２日～平成２年４月１日
生まれの者
受付期間　６月26日㈫～７月３日㈫
問い合わせ　人事院九州事務局（☎092ー 431ー
7733）

裁判所事務官Ⅲ種試験（高校卒業程度）
試験日　９月16日㈰
受験資格　昭和61年４月２日～平成２年４月１日
生まれの者 
受付期間　７月17日㈫～７月25日㈬
問い合わせ　大分地方裁判所事務局総務課人事第
一係（☎097－532－7161 内線615） 
  
介護支援専門員実務研修受講試験
試験日　10月28日㈰
試験地　大分市、日田市、佐伯市、宇佐市
受付期間　７月13日㈮～８月３日㈮
手数料　8,500円  
問い合わせ　県高齢者福祉課（☎097－506ー 2
684）または最寄りの県民保健福祉センターへ
※受験資格及び受験対象者への留意点など、詳細
については必ず受験案内でご確認下さい。

大分県調理師試験
日時　８月21日㈫ 午前９時30分～11時45分
場所　別府大学（別府市北石垣） 
資格　中学もしくはこれ
に準ずる学校を卒業した
者及び飲食店や給食施設
などにおいて２年以上調
理業務に従事した者
受付期間
６月18日㈪～６月22日㈮
手数料　6,200円  
願書配布及び提出先　県民保健福祉センター及び
保健所
問い合わせ　県健康対策課（☎097－506－266
6）

宅地建物取引主任者資格試験
日時　10月21日㈰ 午後１時～３時
場所　受験申し込み時に指定
資格　なし（誰でも受験可能）
試験案内配布期間及び受付期間
７月２日㈪～７月31日㈫　※インターネット申し
込み（http://www.retio.or.jp）は７月17日㈫まで
手数料　7,000円 
試験案内配布場所　大分
県庁交友会、県内各土木
事務所、交友会が指定す
る書店
問い合わせ
大分県庁交友会
（☎097－536－3960）

防衛庁職員採用Ⅲ種試験
試験日　９月23日㈰
試験地　別府市、福岡市、熊本市など
職種　一般事務、電気、機械、土木、建築
受験資格　昭和61年４月２日～平成２年４月１日
生まれの者
受付期間　７月２日㈪～７月18日㈬
問い合わせ　福岡防衛施設局総務部総務課人事係
（☎092－483－8815）http://www.mod.go.jp/

HOT LINEHOT LINE

由布市総合政策課
☎097-582-1111 内線222
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2007.6⑬⑫2007.6

介護職員基礎研修会
～このチャンスにあなたの介護技術を高めませんか～
応募資格　ヘルパー１級課程・２級課程修了者
研修期間　19年９月12日㈬～20年３月19日㈬
受付期間　随時 
定員数　50人　※定員に達し次第終了
費用　○ 60時間コース　58,000円
　　　○150時間コース　62,000円
　　　○350時間コース　80,000円
　　　→各コースに条件があります。詳細は下記
　　　　まで連絡下さい。
問い合わせ
㈶介護労働安定センター
大分支部
（☎097－538－1481）

警備関連技能講習会
対象者　平成19年７月12日現在、58歳以上67
歳までの方で、講習修了後に警備関連業務に就職
可能な方。 
実施期間　７月12日㈭～７月27日㈮の11日間
実施場所　大分工業会館（大分市下郡）
募集定員　20人（多数の場合は抽選）
受講料　　無料 
申込期間
６月11日㈪～７月６日㈮まで
問い合わせ
㈳大分県シルバー人材センター連合会
（☎097－540－6313）

赤十字子育てボランティア養成講座
日時　７月23日㈪ 午前９時～午後４時30分まで
場所　日本赤十字社大分県支部（大分市千代町）
対象　20歳以上で、全日程参加可能な方、子育て
ボランティアとして活動を考えている方
定員　20人（定員になり次第締め切り）
参加料　無料
申込期限　７月17日㈫まで 
※電話、はがき、FAXで氏名・住所・連絡先を記
入して下記までご連絡下さい。   
　日本赤十字社大分県支部　事業推進課 
　〒870－0033 大分市千代町２丁目３番31号
　（☎097－534－2236、FAX097－533－6
　795）

♪♪オペラ・レクチャー♪♪
　10月10日㈬ iichiko
グランシアタで開催さ
れる、「バーデン市立劇
場オペラ『椿姫』」の公演
に先立ち、大分県民オペラのテノール歌手山本裕
基氏、大分オペラアンサンブルのソプラノ歌手吉
原恵子さんを講師に迎えて、ミニコンサート形式
によるレクチャーを行います。 
　「椿姫」の名場面、名曲を、歌とこのレクチャー
のために結成されたアンサンブルの演奏とともに、
楽しみながら学びます。 
日時　７月７日㈯ 午後１時30分～３時30分まで
場所　湯布院公民館ホール（定員200人）
参加料　1,000円（税込）
※入場には事前の予約が必要です。定員に達し次
第締切。 
問い合わせ　㈶大分県文化スポーツ振興財団（☎0
97－533－4004）

研修・講習会狩猟免許試験
日時　（種類）①網猟・わな猟　８月10日㈮ 午前９
時～午後５時　②第一種・第ニ種銃猟　８月９日
㈭ 午前９時～午後５時
場所　大分県庁舎　正庁ホール（大分市大手町）
対象者　平成19年度以降に狩猟を行う予定で、中
部振興局管内に住所または勤務地を有する者
受付期間　７月17日㈫～７月27日㈮
※申請書や手数料などお問い合わせは県中部振興
局森林・林業第一班（☎097－506－5749）まで

消防設備士試験
日時　９月２日㈰ 午前10時より
場所　日本文理大学
試験種類　全類 
願書配布先　県消防保安室、
各消防（局）本部
受付期間　７月18日㈬～７月26日㈭
問い合わせ　㈶消防試験研究センター大分県支部
（☎097－537－0427）

民事介入暴力集中相談 
　暴力団等が関係した被害や不当な要求などの困
り事について、弁護士や暴力追放相談委員が相談
に応じます。
日時　７月20日㈮ 午前10時～午後４時 ※相談無料
場所　コンパルホール３階301号室（大分市府内町）
当日の相談電話番号・・・☎097－538－4704
（秘密厳守）

放送大学学生募集
　平成19年度第２学期（10月入学）教養学部・大
学院（修士選科・科目生）の学生を募集しています。
現在、無料体験入学実施中です。ご希望の方は、
事前にお電話ください。 
出願期間　６月15日㈮～８月15日㈬
資料請求・問い合わせ　放送大学大分学習センタ
ー（〒870－0868 大分市野田380、別府大学大
分キャンパス内　☎097－549－6612、FAX0
97－549ー6621）　※資料は無料で郵送します。

日独相互交流事業の参加者募集
～知らなかったドイツ。知らなかった自分。～
　今年度の日独相互交流事業の一環で、学生青年
リーダー交流派遣事業として、参加者を募集して
います。 
派遣期間　10月23日㈫～11月
６日㈫の15日間
募集人数　18人
参加金　100,000円
応募締切　６月22日㈮ ※必着
問い合わせ　独立行政法人　国立青少年教育振興
機構教育事業部　国際課（☎03－6407－7751）
→詳細についてはホームページをご覧下さい。
（http://www.niye.go.jp/event/index.html）

拡大Ｒｅ・Ｂｅワークセミナー参加者募集
　財団法人21世紀職業財団による再就職準備支援
事業の一環として下記の日程で講演会を開催します。
日時　６月29日㈮ 午後１時～午後４時まで
場所　コンパルホール3階大会議室（大分市府内町）
定員　80人
参加料　無料
テーマ　「再就職の扉を開こう！」講師名：待木美
奈子（キャリア・カウンセラー） 
※無料の託児所があります（事前予約が必要）。
申込先・問い合わせ　㈶21世紀職業財団　大分事
務所（☎097－538－7755）

「お茶の間エッセー」の募集
　九州電力（株）大分支店及び大分合同新聞社共催
（県教育委員会後援）で、今年も、社会や文化などの
諸問題をテーマに女性からエッセーを募集します。
応募資格　県内在住の満15歳以上の女性
募集テーマ　「ありがとう」
枚数　400字詰め原稿用紙で５枚以内
※別紙に題、住所、氏名、年齢、職業（学校名）、電話番号、
何を見て応募したかを記入して添付。未発表のもの。
応募締切　７月31日㈫　当日消印有効
賞の内容　特選（20万円及び盾）ほか～応募者全員
に記念品と入賞作品を進呈します。
応募先　〒870－8605 大分市府内町3－9－15
大分合同新聞社企画推進部「お茶の間エッセー係」
問い合わせ　九州電力㈱ 大分支店広報Ｇ（☎097
－536－4130 内線2145）

相　談

募　集

みんなのひろばみんなのひろば●

チャレンジ！おおいた国体　由布市実行委員会

由布市はゴルフ（少年男子）、アーチェリー、銃剣道、ライフル射撃、ラグビー
フットボール（少年男子）の開催地です。おおいた国体は平成20年９月27日～
10月７日の開催です。
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介護職員基礎研修会
～このチャンスにあなたの介護技術を高めませんか～
応募資格　ヘルパー１級課程・２級課程修了者
研修期間　19年９月12日㈬～20年３月19日㈬
受付期間　随時 
定員数　50人　※定員に達し次第終了
費用　○ 60時間コース　58,000円
　　　○150時間コース　62,000円
　　　○350時間コース　80,000円
　　　→各コースに条件があります。詳細は下記
　　　　まで連絡下さい。
問い合わせ
㈶介護労働安定センター
大分支部
（☎097－538－1481）

警備関連技能講習会
対象者　平成19年７月12日現在、58歳以上67
歳までの方で、講習修了後に警備関連業務に就職
可能な方。 
実施期間　７月12日㈭～７月27日㈮の11日間
実施場所　大分工業会館（大分市下郡）
募集定員　20人（多数の場合は抽選）
受講料　　無料 
申込期間
６月11日㈪～７月６日㈮まで
問い合わせ
㈳大分県シルバー人材センター連合会
（☎097－540－6313）

赤十字子育てボランティア養成講座
日時　７月23日㈪ 午前９時～午後４時30分まで
場所　日本赤十字社大分県支部（大分市千代町）
対象　20歳以上で、全日程参加可能な方、子育て
ボランティアとして活動を考えている方
定員　20人（定員になり次第締め切り）
参加料　無料
申込期限　７月17日㈫まで 
※電話、はがき、FAXで氏名・住所・連絡先を記
入して下記までご連絡下さい。   
　日本赤十字社大分県支部　事業推進課 
　〒870－0033 大分市千代町２丁目３番31号
　（☎097－534－2236、FAX097－533－6
　795）

♪♪オペラ・レクチャー♪♪
　10月10日㈬ iichiko
グランシアタで開催さ
れる、「バーデン市立劇
場オペラ『椿姫』」の公演
に先立ち、大分県民オペラのテノール歌手山本裕
基氏、大分オペラアンサンブルのソプラノ歌手吉
原恵子さんを講師に迎えて、ミニコンサート形式
によるレクチャーを行います。 
　「椿姫」の名場面、名曲を、歌とこのレクチャー
のために結成されたアンサンブルの演奏とともに、
楽しみながら学びます。 
日時　７月７日㈯ 午後１時30分～３時30分まで
場所　湯布院公民館ホール（定員200人）
参加料　1,000円（税込）
※入場には事前の予約が必要です。定員に達し次
第締切。 
問い合わせ　㈶大分県文化スポーツ振興財団（☎0
97－533－4004）

研修・講習会狩猟免許試験
日時　（種類）①網猟・わな猟　８月10日㈮ 午前９
時～午後５時　②第一種・第ニ種銃猟　８月９日
㈭ 午前９時～午後５時
場所　大分県庁舎　正庁ホール（大分市大手町）
対象者　平成19年度以降に狩猟を行う予定で、中
部振興局管内に住所または勤務地を有する者
受付期間　７月17日㈫～７月27日㈮
※申請書や手数料などお問い合わせは県中部振興
局森林・林業第一班（☎097－506－5749）まで

消防設備士試験
日時　９月２日㈰ 午前10時より
場所　日本文理大学
試験種類　全類 
願書配布先　県消防保安室、
各消防（局）本部
受付期間　７月18日㈬～７月26日㈭
問い合わせ　㈶消防試験研究センター大分県支部
（☎097－537－0427）

民事介入暴力集中相談 
　暴力団等が関係した被害や不当な要求などの困
り事について、弁護士や暴力追放相談委員が相談
に応じます。
日時　７月20日㈮ 午前10時～午後４時 ※相談無料
場所　コンパルホール３階301号室（大分市府内町）
当日の相談電話番号・・・☎097－538－4704
（秘密厳守）

放送大学学生募集
　平成19年度第２学期（10月入学）教養学部・大
学院（修士選科・科目生）の学生を募集しています。
現在、無料体験入学実施中です。ご希望の方は、
事前にお電話ください。 
出願期間　６月15日㈮～８月15日㈬
資料請求・問い合わせ　放送大学大分学習センタ
ー（〒870－0868 大分市野田380、別府大学大
分キャンパス内　☎097－549－6612、FAX0
97－549ー6621）　※資料は無料で郵送します。

日独相互交流事業の参加者募集
～知らなかったドイツ。知らなかった自分。～
　今年度の日独相互交流事業の一環で、学生青年
リーダー交流派遣事業として、参加者を募集して
います。 
派遣期間　10月23日㈫～11月
６日㈫の15日間
募集人数　18人
参加金　100,000円
応募締切　６月22日㈮ ※必着
問い合わせ　独立行政法人　国立青少年教育振興
機構教育事業部　国際課（☎03－6407－7751）
→詳細についてはホームページをご覧下さい。
（http://www.niye.go.jp/event/index.html）

拡大Ｒｅ・Ｂｅワークセミナー参加者募集
　財団法人21世紀職業財団による再就職準備支援
事業の一環として下記の日程で講演会を開催します。
日時　６月29日㈮ 午後１時～午後４時まで
場所　コンパルホール3階大会議室（大分市府内町）
定員　80人
参加料　無料
テーマ　「再就職の扉を開こう！」講師名：待木美
奈子（キャリア・カウンセラー） 
※無料の託児所があります（事前予約が必要）。
申込先・問い合わせ　㈶21世紀職業財団　大分事
務所（☎097－538－7755）

「お茶の間エッセー」の募集
　九州電力（株）大分支店及び大分合同新聞社共催
（県教育委員会後援）で、今年も、社会や文化などの
諸問題をテーマに女性からエッセーを募集します。
応募資格　県内在住の満15歳以上の女性
募集テーマ　「ありがとう」
枚数　400字詰め原稿用紙で５枚以内
※別紙に題、住所、氏名、年齢、職業（学校名）、電話番号、
何を見て応募したかを記入して添付。未発表のもの。
応募締切　７月31日㈫　当日消印有効
賞の内容　特選（20万円及び盾）ほか～応募者全員
に記念品と入賞作品を進呈します。
応募先　〒870－8605 大分市府内町3－9－15
大分合同新聞社企画推進部「お茶の間エッセー係」
問い合わせ　九州電力㈱ 大分支店広報Ｇ（☎097
－536－4130 内線2145）
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チャレンジ！おおいた国体　由布市実行委員会

由布市はゴルフ（少年男子）、アーチェリー、銃剣道、ライフル射撃、ラグビー
フットボール（少年男子）の開催地です。おおいた国体は平成20年９月27日～
10月７日の開催です。



2007.6⑮⑭2007.6

第21回由布川峡谷まつり
日時　７月８日㈰ 午前９時30分
場所　挾間町 由布川峡谷（由布市猿渡会場）
問い合わせ
　商工観光課（☎0977－84－3111）
　挾間振興局地域振興課
　（☎097－583－1111）内線1227まで

121万人夏の夜の大作戦ーキャンドルナイトー
　ごみゼロおおいた作戦の一環として、夏至の日
に省エネルギーに取り組みます。その時間を最小
限の灯りで過ごす、使わない電化製品のコンセン
トを抜くなど、家庭や事業所で簡単なことから始
めてみましょう。
日時　６月22日㈮ 夏至の日
　　　午後８時から10時
問い合わせ　県ごみゼロおおいた推進室
（☎097－506ー 3024）
http://pref.oita.jp/13010/gomi0/

男性も女性もみんなにチャンス！！
～性別ではなく”その人”をみてますか？～
　６月１日から30日までの１カ月間は「男女雇用
機会均等月間」です。厚生労働省では、職場におけ
る男女均等について、労使を始め社会一般の認識
と理解を深める活動を実施しています。

レッツ！地デジ
　2011年７月24日までに
アナログ放送は終了します。それ以降、アナログ
テレビについては、デジタルチューナーなどを取
り付けなければ視聴できなくなります。
　また、最近地上デジタル放送に関する誤った情
報や不十分な情報にもとづいて関連商品・サービ
スを売りつける「悪質商法」が増えていますのでご
注意下さい。
　受信エリアや受信方法などについて詳しく知り
たい場合は下記までお問い合わせ下さい。
　総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター
　（☎0570－07－0101）http://www.soumu.go.jp/
　㈳デジタル放送推進協会（Ｄpa）
　http://www.dpa.or.jp/

経済産業省よりお知らせ
“小型ガス瞬間湯沸器を使用されている皆様へ”
　小型ガス瞬間湯沸器を、換気扇を回さず使用し
ていたため、死亡に至る事故が発生しています。
小型ガス湯沸器を使用すると
きは、必ず換気扇を回しまし
ょう。経済産業省からのお願
いです。

「ダメ。ゼッタイ。」
　大分県では、６月20日㈬から７月19日㈭まで
の1ヶ月間を薬物乱用防止の強化月間として「ダメ。
ゼッタイ。」普及運動を実施します。県内でも、シ
ンナーや覚せい剤、大麻の乱用により少年たちが
検挙・補導されるなど深刻な状況になっています。
　あなたの身近に迫っている薬物乱用の恐ろしさ
を認識し、「ダメ。ゼッタイ。」の合言葉のもと、薬
物乱用防止の輪を広げましょう。
　運動期間中には「６.26ヤング街頭キャンペーン」
や「地域団体キャンペーン」などを実施します。皆
様のご協力をお願いします。
　大分県・大分県「ダメ。ゼッタイ。」普及運動実行
委員会

催　し

お知らせ
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税務職員を装った「振り込め詐欺」にご注意を！
　最近、税務職員を装い、現金自動預け払い機
（ATM）を操作させ振り込みを行わせる「振り込め
詐欺」による被害が発生しています。
　税務職員が納税者の皆様にお電話でお問い合わ
せをする場合は、提出していただいた申告書等を
基に、その内容をご本人に確認することを原則と
しています。
　税務署や国税局では①還付金受け取りのために
金融機関等の現金自動預け払い機（ATM）の操作
を求めることはありません。②国税の納税のため
に金融機関の口座を指定して振り込みを求めるこ
とはありませんのでご注意下さい。不審な電話が
あった場合には、最寄りの税務署や税務相談室に
お問い合わせ下さい。
問い合わせ　大分税務署（☎097－532－417
1）、税務相談室大分分室（☎097－532－731
9）

自死遺族のつどいのご案内
　全国で年間３万人を超える方が自ら命を絶って
おり、県内でも年間300人を超えています。悲し
みや辛さを抱えながら暮らすご遺族のお気持ちが
少しでも緩やかになるように他の人の経験に学び、
今後の生き方や考え方を見いだすことを目的に
「自死遺族のつどい」を開催します。
日時　７月23日㈪ 午後２時～４時まで
会場　大分県精神保健福祉センター（大分市玉沢）
対象者　大切な人を自死で亡くされたご遺族
内容　分かち合い（匿名での参加可能、秘密厳守）
参加費　無料　※事前に参加申し込みをお願いし
ます。
問い合わせ　大分県精神保健福祉センター（ハー
トコムおおいた）　☎097－541－6290まで

由布市・交通安全協会大分南支部からのお願い

後部座席を含むシートベルトと
チャイルドシートの正しい着用を
徹底して下さい！

日本有数の大峡谷“東洋のチロル”は必見です

■夏休み子ども教室
●子どもパソコン教室
日時　７月27日～８月24日の
毎週金曜日（全５日間）午前10時～12時まで
対象者　大分市・由布市の小学校５・６年生
受講料　1,000円　　　定員　15人

●ジュニア体操教室
日時　７月21日、24日、25日、８月１日～４日、
21日～23日（全10日間）午後１時～３時まで
対象者　大分市・由布市の小学校２～５年生
受講料　2,000円　　　定員　60人 

●親子で楽しむおやつづくり教室
日時　７月22日㈰ 午前10時～午後１時
対象者　大分市・由布市の小学生とその保護者
受講料　１組500円（別途材料費１組1,500円）
定員 18組

●子ども造形教室
☆低学年の部
日時　７月24日㈫と25日㈬ 午前10時～12時
対象者　大分市・由布市の小学校1・2年生
☆中学年の部
日時　３年生の部　７月26日㈭と27日㈮
　　　４年生の部　７月31日㈫
　　　※時間は両方とも午前10時～12時
対象者　大分市・由布市の小学校3・4年生（共通）
受講料　200円（別途材料費200円）
定員　　それぞれ20人
→低学年・中学年ともに一日コースのため希望日を選択

必ず往復はがきに、教室名（造形教室は日
にちも明記）、郵便番号、住所、申込者氏
名（ふりがな）、学年、電話番号を記入の上、
７月１日㈰※必着　までにコンパルホー
ルあてにお送り下さい。

申込方法

　後部座席を含むシートベ
ルト・チャイルドシートの
着用の必要性と効果につい
て、家族で話し合い、近距離で
も必ず着用する習慣をつけましょう。

死亡事故における乗車席別の
シートベルトの着用状況
（乗車中の死者数25人）

着用
12人

運転者
17人

非着用
5人

着用
3人

非着用
5人
助手席
3人

後部席
5人

OFF
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第21回由布川峡谷まつり
日時　７月８日㈰ 午前９時30分
場所　挾間町 由布川峡谷（由布市猿渡会場）
問い合わせ
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トを抜くなど、家庭や事業所で簡単なことから始
めてみましょう。
日時　６月22日㈮ 夏至の日
　　　午後８時から10時
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催　し

お知らせ

みんなのひろばみんなのひろば●
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会場　大分県精神保健福祉センター（大分市玉沢）
対象者　大切な人を自死で亡くされたご遺族
内容　分かち合い（匿名での参加可能、秘密厳守）
参加費　無料　※事前に参加申し込みをお願いし
ます。
問い合わせ　大分県精神保健福祉センター（ハー
トコムおおいた）　☎097－541－6290まで

由布市・交通安全協会大分南支部からのお願い

後部座席を含むシートベルトと
チャイルドシートの正しい着用を
徹底して下さい！

日本有数の大峡谷“東洋のチロル”は必見です

■夏休み子ども教室
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毎週金曜日（全５日間）午前10時～12時まで
対象者　大分市・由布市の小学校５・６年生
受講料　1,000円　　　定員　15人

●ジュニア体操教室
日時　７月21日、24日、25日、８月１日～４日、
21日～23日（全10日間）午後１時～３時まで
対象者　大分市・由布市の小学校２～５年生
受講料　2,000円　　　定員　60人 

●親子で楽しむおやつづくり教室
日時　７月22日㈰ 午前10時～午後１時
対象者　大分市・由布市の小学生とその保護者
受講料　１組500円（別途材料費１組1,500円）
定員 18組
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☆低学年の部
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☆中学年の部
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　　　４年生の部　７月31日㈫
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にちも明記）、郵便番号、住所、申込者氏
名（ふりがな）、学年、電話番号を記入の上、
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